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本稿は、
平成初年4月M
日に行った総合
科目
「日本の大学史のな
かの専修大学」での講義内容をなすものである。原稿作成に際しては、
授業を録音したものを反訳し、
それに加筆、
修正を施した。
4 
大谷
それではもうじき始めます。後で入ってこられた人に連絡
し ま す が 、 前 の ほ う に 今 日 の 授 業 の 資
料などが並んでおりますので
取るようにしてください。それから前回来た方は12
5年史とシラ
パ ス を お 渡 し し て い ま す が 、 出 席 に 使 う た め の 小 さ な 紙 が あ り ま す 。これは前回お渡ししていませんので、前回来ている人もどうぞ前に来て取るようにしてください。よろしくお願いします。それではそろそろ始めたいと思います。今日は少し職員の人も来ておられますので満員ですが、皆さんせっかくの機会ですのでぜひ
聞いてください。今日は4
限、
5限連続で専修大学学長の日高
先生
にお話をいただきます。日高先生のお話の内容は、皆さんのお手元にこういうレジュメが渡っていると思います。どうでしょうか。もし渡っていない人があれば前のほうに取りに来てください。あちらのほうにありますから。それでは日高先生、よろしくお願いいたしま す 。
皆さん、こんにちは。後ろに立っている人、まだ前の席が
3つ4つ空いていますので、前のほうにかけてください。1時間半立っているのはかなりきついと思いますので。私は職業上、1時間半立って話せないようだったら教壇に立つことを辞さなければならないでしょうが、前のほうは空いていますので遠慮なく座ってください。よろしいですか。
日
高
はじめ
に
ω講
義の目的
今、大谷正先生から紹介していただきました学長の日高です。生田校舎で講義をするのは何年ぶりだろうと、先ほど歩きながら考えて 参 り ま し た 。 若 い 時 分 に
「 法学」の講 義 を 生 田 校 舎 で し ま し た が 、
それ以来なので、
ω年ぶ
りぐらいになるかと思います。主に神田校
舎 で 講 義 を し て き ま し た の で 、
生 田 校舎 で 講 義 を す る の は
本当に久々
です。現在は学長職にあるため、法科大学院での授業は別として、学部ではゼミしか持てません。 部の 生の皆さんとこういう形で直接話す機会が持てたことは、私にとっても非常に貴重な時間であります。
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しかも、この講義は今年初めてのことであります。専修大学の歴
史や伝統を学生にきちんと浸透させることが大切だというので、青木美智男先生が陣頭指揮をとられて
、 「
日本の大学史のなかの専修
大学」という講義を総合科目のなかに設けられ、私もその一員に加えていただきました。学長が専修大学の歴史や伝統や教育のあり方を講義するというのは、おそらく初めてのことではないかと思います。本日は、記念すべき授業であります。私に与えられました時間は、この4時
限と
5時限、合計3時間で
す。3時間
連続で大学論を聞くというのも、皆さんにとって初めて
のことでしょう。お手元のレジュメには、今日の講義のあらましを
書き
ましたが、これも昨
日夜遅くなってから
書き
ましたので、その
通りに授業を進めることができる
か分かりま
せん。講義を聞きなが
ら考えてもらうことが大切なので、皆さんの反応を見ながら話の内容を変えていきたいと
思います。
つまり
、今
日の講義は、私の話すことを皆さんが覚える授業では
ありません。
私の話すことを皆さんが考え、そして私の話と皆さん
の反応の相互作用のなかで、一緒に専修大学のあり方を考えてみようという授業です。したがって、
黒板に板書するというのは時間が
も っ た い な い の で 、 こ の レ ジ ュ メ に 必 要 な 項目は書い て
おきました。
私の話すことが本当なのか、間違っているのではないか、自分だったら他の考え方をする、ということを思いながら授業を聞いていただきたい。今
日 は そ う い う
授業でありますので、
ノl卜を取ること
に熱中せず、
目線と思考のアンテナを私の方に向けていただきたい
と思います。
ω講
義のシュベiア・プンクト
講義する
際の重点項目のこと
をシ
ュベlア
・プ
ンクト
建学の精神と大学の未来 (
∞ 各 要
。 与 EH }内
け )と
言いますが、
まず
それを示して
おきましょう。
この講義で何をやろうとして
いるかと言いますと、
大学の建学の精
神がどのようなもので、それが大学のあり方とどう関係し、大学で勉学することの意義は何なのか、そういう
ことを皆さんに分かって
もらうためです。そして、これから専修大学で4年間勉 すること
に、自信と誇りを持ってもらいたいというのが狙いであり、私の
講
義の目標とするところで
あります。
「大学で何を学び、
何をするのか。
」という問いに対する答えは、
経 験 に よ っ て 違 い
ますし、
過ごした時代によっても
違います。私が
こ の 生 田 校 舎 で 勉学をした の は 、 今から羽数年前に な り
ま す 。 凶 歳 、
日歳の時に生田校舎に通って勉
強しま
した。当時は、最初の2年間
は生田校舎、後の2年間は神田校舎という配置でした。
また、私が
3、4年生の頃は大学紛争の嵐が吹き荒れた時代であり
まして、学
内で落ち着いて勉強するのにもそれなりの勇気が必要でした。そういう時代に学生生活を過ごした団塊の世代と、今これから大学生活をスタートしようとしている皆さんとでは、置かれた状況が大きく違い
ますので、大学に何を期待し、何を学ぼうとするのかも、違っ
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てくるで
し ょ う 。
さらに、学問領域の違いも出てくるでしょう。私の専門分野は、
法律学の中でも刑法という
分野であり
ます。刑
法がどんな学問なの
かを一言で説明するのは難しいので
すが、大雑把に言うと、どうい
う人を刑務所に入れて、どういう人をそこから出すべきなのかということを考える実践的な学問です。いわば塀の内と外との線引きに頭を悩ま
す学聞をやってきましたので、大学に期待することも偏っ
て い るかもしれま
せ ん 。 生 身 の 人 聞 を 対 象 に し て い る 私 の 大学論は、
社会科学、人文科学という分野であれば共通項があるでしょうが、自然科学の分野から見ると、少し違うのではないかと言われるかも
しれません
。
しかし、大学には、 い ろ い ろ な 見方があっ て い い の だ と 思 い ま す 。批判が可能であることが大切なのです。私の刑法学の積み重ねと専修大学で大学人として長年生きてきた経験とを総合して、私なりの大学論をお話したいと考えております。今日のテ1マは、皆さんの持っているシラパス
では
「建学の理念
と大学の未来」となっていると思いますが、今お
手元の資料では
「建学の精神と大学の未来」と
なっています。この違い、昨夜、講
義内容を再考していてタイトルを変更したためです。建学の理念とす るか、建学の精神 と す るかでは、 言葉 の ニ ュ ア ン ス が 違 い ま す が 、テlマとしては大きくぶれないと考え、話の内容の比重に合わせて「 建学の精神」 と し ま し た 。
2 
学生にとって大学とは何か
ω学
生の目線から見た大学像
大学論を語る と き に 、 そ の 切 り 口 と し て は 、 二 つ あ る と 思 い ま す 。大学を構成するものは、学生と研究者であります。もちろん教育の現場に携わる職員もいます。教育を授ける者と教授を受ける者、この両者が存在します。そのどちら側から見るかによって、大学論
の
捉え方が大分違うように思います。これまで多くの大学論が出されていますが、考察の目線が研究者であったり、大学の運営者の目線
であったりします。しかし、それだけでは、見方が一方的になりがちです。
大学を語るときに、学生なくして大学はありませんから、学生の目線から見て大学に何が期待されているのかを見据え、その上で大
学のあるべき姿を維持するために、研究者および運営者は大学において何をなすべきかを考えるということも必要です。学生と大 人との相互作用のなかで大学論を展開することは、現実的な説得力を持っていますし、大学改革の起爆力を持っていると思います。そこでまず最初に、学生の目線から見て大学とはいったい何だろうかという こ と を 、 皆 さ ん と 議 論 し な が ら 考 え て み た い と 思 い ま す 。私にも学生時代がありましたし、皆さんが今どういうことを考えているのか、おおよそ
推測はっきます。しかし、今ではギャグを言っ
ても通じない世代になってしまいましたので、学生の生の声を聞か
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ないといけないと思います。
名前が分からなくて失礼なのですが、あなたにとって、大
日高
学は何でしょうか。
A さ ん
私 に と っ て は 、
コミュニケーションの場です。
日
高コミュニケーション。それは、お友だちとのコミュ
ニ ケ l
ションです
か。
Aさん
それと、先生ですか。
日
高教 授 と 。 な る ほ ど ね 。
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を はかること で 、
何を得たいですか。
信頼関係とか、人間的な繋がりとかです。信頼関係、人間関係。
すばらしい答えだと思いますね。こ
れは後でお話ししますが、学問をやるときにきわめて重要なポイントなのです。最近では、この関係が喪失してきでいることから、さ
Aさん日高
まざまなトラ ブ ル が 生 じ て い る の で す 。
次 に 、
君 に と っ て 大学は何ですか。人間力をつけるためです。
B く ん日
高人間力ですか。大きな課題ですね。ところで、なぜ人間力
をつけなければいけないのですか。
B く ん
大学を卒業して社会に出たとき、人間力がものをいうか
らです。
日
高
社会に出て、うまく、平たく言えば世の中をうまく渡って
建学の精神と大学の未来
いくために
(笑)
、人
間力
をつけたいということですか。
卒業 し た 後 の こ と を 考 え て 、 大学で何を す べ きかを考え る の で す ね 。これも、考え方としては、正しいですよね。もう一人聞いてみましょう。君はどうですか。
C君
社会に出て行くための準備をする場です。
日高
そうですね。社会に出て行くための準備をしなければなり
ませんね。それでは、
どういう準備をしたらいいでしょうか。
主に二つあ る ん で す 。
つ宇品、nJ、
一つは内面的なことですが、さっき
出されたコミュニケーションとか、
人間関係とか、そういったもの
C君
を う ま く 習 得 す る こ と で
す。もう一つは、外面的なこ
と で す が 、
資
格とか技能とか、社会に出て直接に貢献しえる知識というものを身に付けることです。
日高
しっかりしていま
すね。
ー年生
の時に学びの目標が見えて
いるというのは、立派なことです。皆さんの答えを聞いて、私が大学時代にそんなことを考えただろ
うかと感心しました。現在、フジテレビの夕方の番組で、専修大学のブランド力を高めるためにCMを流しています。専修大学の約100人の学生の生の声を拾ったそうです。学生にとって大 は何かをインタビューし、それを
編集して制作されたものだそうですが、
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今三人の受講生が答えてくれたような、しっかりした答えを出しているのに、びっくりしました。
あのテレビでの声は(笑)
、選
、び抜かれたもので一般的ではない
と言われるかもしれないと思って、制作
スタッフに聞いたのです。
イ ン タ ビ ュ ー し た学生はど の学生もし っかりした 意 見 を 持 っ て い て 、選 択 す る の に 困 っ た く ら い だ と い う こ と で し た が 、 今 の 対 話 で さ にあらんと実感しました。無作為にあて答えてもらったのですが、どの意見もよく考えていますね。
コミュニケーション能力、人間力、
社会に出るための準備期間、そのための準備作業、いずれも的を射たものです。学生の目線から見たものとしては、正しい切り口だと思います。しかし、それだけのことであれば、大学でなくても良さ
そうですね。ほかのところでも、身に付けようとすればできるのではないですか。大学において何をなすべき 、もう一歩突っ込んで考えてみてください。
ω自
己変革と自己の可能性の追求
D大
学で勉学することに引かれる理由は何であろうか。もう
一度、自問自答してみてほしいです。何のために勉強するのだろうか。何のために、
経済や法律や
文学などを、皆さんは勉強しようと
しているのですか。社会に出て役に立つからです 、コミュニケーションの力を身に付けるためですか。そのためだけだったら、今の勉強は少し遠回りではないですか。大学には、すぐには役に立たないけれども、もう少し人間の生き方に関わる根源的なもの、抽象的だけれども崇高な理念があり、その実現に向けての営みが人を引きつけるのではないでしょうか。この点は、研究者の目線から見た大学のあり方の問題でもありますので、研究者が説 なくてはならないでしょう。皆さんの多くは、高校の生活が終わって大学生になったばかりで
すか
ら、
「大学
とは何か」という聞いに対して、先ほど投げかけた
問題まで突っ込んで返答できたら、ここに立っている私も担当者の大谷先生も必要がなくなります。皆さんに単位をあげますといって教室を去ってもいいということにもなるでしょう。そういう意味では、これからの話は、より深く考える材料になるでしょうし、皆さ
んにとってプラスアルファになると思います。
m私
の 場 合 は ど う で あ っ たか、振り 返 っ て み た い と 思 い ま す 。
私 は 、 九 州 の 片 田 舎 の 宮 崎 で 生 ま れ ま し た 。 私 が学生であ っ た 当 時 、宮崎から東京に出てくるのに、電車で、一部はまだ汽車でしたが、幻時聞かかりました。すごい時間ですね。汽車、電車の中で3食ご飯を食べてやっと東京にたどり着くのです。そういう長距離列車にゆられながら、大学に何を求めて田舎から出てきたのか振り返ってみますと、皆さんが先ほど答えてくれたことよりも、もう少し実利的なことを考えていました。発想が貧相だと言われそうですが。将来何で食おうかと考えたときに、私は検察官になりたかったんです。検察官になるためには、法学部に行かないと司法試験を受け
るのに困る。だから法学部に入りたい。法 部に入るとすると、どこに行くか。まず場所を考えました。九州で法律を勉強するには、当時は、九州大学と熊本大学ぐらいし 思い当たりませんでした。九州のなかですますつもりでいました。
しかし、私の高校の恩師が
法律を本気で勉強したいなら、お江戸に行かなければだめだと言われるのです。学問の先端は東京にあると教えられました。それを信じ、東京に出て行こうと思いました。大阪、京都は眼中にありませんでした。故郷の目の前は太平洋です。黒潮に乗ると、そのまま東京に着くんです(笑)。だから東京に行くことを決断しました。ただ、東京で勉学するとなると、生活に困るのです。宮崎
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と東京では、経済的な落差がかなりありました。そこで、学費が安くて行けるところはないか。できれば、授業料なしで行けるところはないか(笑)
。 専 修 大学がありました。
振り返ってみますと、皆さんの考え方が直球だとすると、私の考
え方は変化 球 で あ っ た よ う に 思 い ま す 。 ち ょ っ と 曲 が っ て い ま す が 、志には熱いものがありました。宮崎と大分の県境に宗太郎峠という難所があるのです。つい最近まで、
日豊本線も単線でした。汽車が
宗太郎峠を登っていくと、汽車の窓から、山間の下を走っている、白地にブルlの線の入った宮崎交通のパスが小さく見えるのです。それを見ながら、私は、
漢詩の一節を思い浮かべ、もう故郷に戻っ
て来ることはないかもしれないと思ったことを、思い出します。おおげさですが、
「男児志
を立てて郷関を出ず、学若し成らずんば死
すとも還らず」という一節を胸に抱いて東京に出て来ました。そういう時代でありました。私が進学する頃は、偏差値もありませんし、
宮 崎 に は 予 備 校 も あ
りませんでした。したがって、受験勉強をしていない
( 笑 ) 。 東 京
にたどり着くことだけが試験なんです。東京に行ってしまえばどうにかなるだろうという大雑把な考えでしたが、大学に求めた最初のイメージは、
職業がありました。職業を得るために必要な知識を大
学で得なければならないというのが、大学を受験する時の私の目線から見た結論で あ り ま し た 。
専修大学に入学し、この生田校舎で勉強し始め
ると、地方文化と
都 会 文 化 の ぶ つ つ か り あ い が あ り 、 び っ く り し た り 、 す ご い な と 思 ったり、実にさまざまな驚きと発見がありました。専修大学には全国各地から学生が集まっており、当時は現役で入学するのは三分の一程度であり、入学すると急に都会の大人の世界に飛び込んだ感じがし ま し た 。学生の学力にも幅があ っ て 面 白 か っ た で す 。 早 稲 田 大に 受 か っ た ん だ け れ ど 、
授 業 料 の 納 付 期 限 が 専 修 大学の方が早かっ
たので、専修大学に入学したという友人や、地方の国立大学を振って、東京だというので専修大学に入学したのだけれど、生田にいてまだ多摩川を渡れないと笑っていた友人もいました。偏差値もなければ大学の情報も不十分な時代ですから、昔は早稲田も専修も同じようなものです。東京の古い大学であればどこで
もOKで、最初に
入学金を払ったところに決めたというような人から
( 笑 て ど う し
て大学に来たんだろうと思う人まで、実に多様な価値観を目の当たりしました。英語の発音を聞くとおかしかった友人も、卒業後に再会したら立派な社長になっているのですから、入学試験は当てにならない
(笑)
。入学試験の成績よ
りも、
大学に入ってから何をした
かが問題なのです。
円i
私 の
周りには、実に多様な人がいました。それぞれが様々
な目的を持っていて
、全
国 各 地 か ら 専 修 大学に集まって
いる の で 、
出身の違いにより、ものの考え方が違いました。その中で、人間は一律には割り切れない、それぞれの個性というのは大切にしなけれ
3) 
ばならない、意見がぶつかるのも当然だということを思いました。そういう経験を通して、コミュニケーション能力、なんとも凄い人間力(笑てという言葉がようやく出てくるのですが、皆さんは凄いですね。すでに、この4月の段階でキーワードが出せるのですか宮 内J O多様な目的を持った人が大学に集まり、個性と個性がぶつかって
その多様性を理解する。そして、自分の殻が破れて、自分の可能性を新たに発見し、自分の生きるための指針を得る。この営みが、学生の目線から見た場合に大切なことだし、 生が大学に求めるものではないでしょうか。つまり、大学の4年間はプ自分の今までの殻を破って自己を変革し、自己の可能性を追求して、大きく変身すべき時期なのです。
乙の時期にあっては、ものの考え方は一律ではな
く、多様な見方があることを肌で感じ、複眼的思考により妥当な結論を引き出すことを学ばなければなりません。このことを、大学に入った時に、まず自覚すべきだと思います。
1) 
(3) 
大学のミッションの共有
大学に入った時に、専修大学の建学の精神とか、ミッショ
ンとかいうようなことについて、頭の中に入っているでしょうか。おそらく、まだ頭の中に入っていないでしょうね。私学にとって、建学の精 神 は 、 大学のあ
り方を凝 縮 し た も の で あ り 、 大 切 な キ ー ワ ー
ドです。この点について、皆さんは、どの程度答えられるでしょう
か
専修大学の建学の精神、教育の理念は何でしょうか。君は
何だと思いますか。
日
高
Dくん
? 
O 
日高
ね。
ああ、留学生でしたか。留学生には、なお難しい質問です
君 は ど う で すか。
何なのでしょうか。うん・
.
日高
禅問答みたいですが、即答できなくて正解であります。皆
さんが即答できるようでしたら、私は不要となりますので、
この教
室を出なくてはいけない
( 笑 )
。この4月の段階では即答できない
のが自然でしょう。卒業時には、即答できるように、これからの話をしっかり聞いて下さい。
Eくん
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皆さんは、入学試験の前に、専修大学のいろいろな情報を調べたと思います。たとえば、どんな建物がありどんな教室があるのか、トイ レ は 締 麗か、どん な カ リ キ ュ ラ ム な のか、どん な 先 生 が い るか、偏差値はどうなのか、などとなどです。そういうことは、私よりも詳しいかもしれませんね。建学の精神がどうであり、学生がどうい
うミッションを背負うことになるのかといったようなことについては、あまり関心を払わなかったのではないでしょうか。私も大学に
入る時にはあまり関心がありませんでした。大学の2年ぐらいまでは、建学の精神を意識しませんでした。自分が何をやりたいかということだけで精一杯であり、どういう歴史的背景の中で勉学しているかは全 く 分かりま せ ん で し た 。 専修子大学のこ と を 考 え る よ う に な ったのは、他流試合を始めた頃からです。
建学の精神と大学の未来
お関
東学生法律討論会というものがあります。第二次世界大
戦前からあったと言われているのですが、記録がはっきり残っていません。戦後から今日の記録は、はっきりしています。私が学生の頃は、専修大学、中央大学、明治大学、法政大 、
日本大学、慶応
大学、
早稲田大学、
東洋大学の8大学が関東学生法学連盟(略称
「 関 法 連 」
)の
加 盟 校 で し た 。 当 時 は 、 関 法 連 の 主 催 で 2 カ 月 に l 回 、
法律討論会が行われていました。開催校の法学部の教授が出題し、各大学を代表する学生がその問題について論旨を壇上で発表し、質疑応答をしたうえ、審査員によって採点がなされ、優勝が決まるのです。いくら論旨が良くても、質疑応
答で沈没したら負けです。沈
没しないためには、どんな質問が出されても、壇上で瞬時に思考回路 を 働かせて解 答 を 導 き 、かつ説得 力 を も た せ な け れ ば な り ま せ ん 。関法連の法律討論会は、大学の看板を背負った知的な他流試合の場でした。その法律討論会に、私は2年の時から挑戦し始めました。そのときに、専修大学の歴史を感じました。記録をひもとくと、専修玉入学は何度も優勝 し て い た の で す
。全
日本法律討論会の創立メン
パーにも専修大学は入っているのです。勉強していくうちに、い
ろ
んなところに専修大学の名が出て来ました。
当 時 の 法 律 討 論 会 の レ ベ
ルは高く、
3位までに入賞するには、論
旨を練り上げるのに1ヶ月近く毎日没頭しなければならないほどでした。当時の慣例として、優勝した大学は、開催
校の門の前で自分
の 大学の校歌を歌 っ て よ い と い う
特典がありました。そのため、開
催校は優勝できないと、他大学の校歌を自分の大学の校庭で歌われる こ と に な り ま すから、必 死 で 勉 強 す る こ と に な り ま す 。 た と え ば 、専修大学で開催し、
明治大学が優勝して、神田校舎で「白雲なびく
i 」 と 歌 わ れ た ら 本
当に悔しいですよね。逆に、早稲田大学の校庭
で「
宮城の北枢地に立ちてi」と歌ったら、専修大学の学生として
は快感です。この快感は、私も経験しました。ちょっとした事ですけれども、大学との帰属意識を持つことになりました。法律討論会に出るために、1
カ月ちかく寝食を忘れ、思考の迷路をくぐり抜け
るために考え続けていると、ある日思考の暗闇の中にパ
ッと光が差
し 込 ん で 解 決 の 糸 口
が見つかり、論旨がい
っぺんに書けるという貴
重 な 経 験 を し ま し
た。しかし、なによりも大きかったのは、大学の
ミッションを感じるようになったことでした。
まずは、専修大学の門の前で他大学の校歌を歌わせない
(笑)
。
大学の代表として壇上に立つ以上、専修大学の法学力が問われることになる。他流試合である以上、勝たなければならないが、何で寝食を忘れるほど打ち込まなければならないのだろう。壇上に立って
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背負うべき専修大学はどういう大 なのだろうかと、思い始めました。そこから、だんだんと専修大学を創立した人たちの思いを考えるようになりました。しかしそれでも、学部学生のときは、全貌が見えませんでした。
‘ー
ω実
際に専修大学の凄さを知ったのは、本格的に刑法を研究
し始めてからです。古い論
文も沢山読みました。新派の刑法学者の
岡田朝太郎、
ベルナl
(〉・円∞R5円)
の刑法理論を展開した江木
衷 、 そ れ に 大 審 院 判 事 で あ
った泉
二新熊(モトジ
・シ
ングマ)
とい
うような当時の第一線にあった刑法学者たちが教壇に立っていたことを、後になって知りました。ちなみに、泉
二新熊は、九州の南の
島である奄美大島の出身です。古典、学派の刑法理論を展開した研究者としても著名です。そのほかにも、著名な方々が専修大 で刑法を講じています。私の身近なところでは、団藤重光先生や福田平先生も刑法の講義を担当されたことがあります。
福田先生は、まだ若
かりし頃だったと言われていました。
私は、刑法の研究を進める過程で専修大学の歴史と伝統を知り、
これは凄い大学を卒業したものだと感激を味わいました。そして、専修大学の卒業生としてのミッションを考えるようになりました。私の経験は、少し遅すぎたのかもしれません。そういう反省から、皆さんに今話をしています。入学して早い時期に今回のような講義に出あえば、在学中の勉学の仕方や、人生の生き方が変わると思い
ます。ここに集まってくれた人は約100人程度でしょうが、まずは皆さんが明日から変わるでしょう。自分の生き方を見つめ直し、大学でどういう勉 をし、自分がどういうミッションを背負っているのかを考えて、大学生活を送ることになるでしょう。時聞をおろそかにしてはいけない。友達とのつながりも大切にしなければいけません。そして、専修大学の建学の精神を背負っていくのだという決意を持ってほしいと思います。
3 
大学の社会的使命
ω大
学とは何か
D当
然のことですが、専修大学も大 であります。制度の上
では新制大学ですが、大学であるという以上、400年あるいは500年を越える歴史を有するヨーロッパの古い大学と同じ仕組みを持っているはずです。なぜこんな話をするのかと言いますと、日本の大学の歴史を遡りますと、昭和から大正、そして明治までは、制度上に変更があっても繋がっていますが、それから先は、ヨーロッパあるいはアメリカの大学へと飛んで行くことになるからで
す。専
修大学は、明治期に専門 校令による専門学校としてスタートしました。そのスタートに立った
「専修学校」は、近代の高
等教育機関
であり、江戸時代の寺子屋や藩校、さらには幕末に数多く存在した塾とは抜本的に異なり、教育の仕方も斬新なものでした。
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大学の歴史を遡ると、古くはイタリアのボロIニア大学に行き着
くでしょうが、
近代の大学の
ひな
形は、
フンボルト
( Mn d〈 ・
〈 O ロ
の理念に基づいたベルリ
ン大学だと思います。日本に
は、明治期
に近代の大学制度が導入され、今日の大学の姿になって
います。大学論を語るとき、江戸時代の適塾や松下村塾の形態からは、
もちろんこれらの塾は重要な役割を担ったのですが、今の大学
国己Eσo-
け )
制度の原型は見えてきません。
2) 
そこで皆さん、これから飛行機に乗ってヨーロッパに旅立
建学の精神と大学の未来
ちます。もちろん、気持ちだけヨーロッパに飛んでください。これから、
ヨ ー ロ ッ パ の
大学の話をいたします。私は、
ア メ リ カ に は 留
学しなかったものです ら、
ア メ リ カ の 大学の話をしても迫力が あ
りません。ドイツの留学が長かったので、
ヨー ロ ッ パ の 大学の話だ
と、足が地に
付いています。そこで、強引にヨーロッパの大学の精
神的な旅に誘おうというわけです。
大学の原形をたどるには、
中 世 の ヨ ー ロ ッ パ の 大学まで遡るとい
うことになるでしょう。専修玉入学と国際交流の提携をしているドイツのマルティン
・ルタ!大学(通称ハレ大学
)は
、500年を越え
る歴史を持った大学です。その歴史は、中世まで遡ることができます 。 ヨ ー ロ ッ パ に は 、
4001500年の歴史を有する大学が結構
ヨ ー ロ ッ パ の 大学の原型に
は、大きく分けると、
二 つ
の
一つは、教える教師と教わる学生と
あります。大きな流れがあると思います。
が共同体、
つまりギルドを構成して学問をしていく形です。この形
態 は 、
ドイツの大学の原型になっており、
ウニベルジタスという言
葉で現されます。ラテン語の
己 巴〈 ⑦円 2gωですが、
」の言葉のなか
一つに集まるという意味を持っています。も
う
一つは、イ
ギリスのカレッジ制であります。話は飛んでしまいま
す
が、
「 ハ リ l
・ポッタi」という映画がありますね。ハ
リ l
・ポッ
タlは、魔術を使う者が集まる学校に入りますが、全寮制になっていますね。おもしろい寄宿舎に入りますが
(笑)
。その寄宿舎みた
い な も の が カ レ ッ ジ 制 で す 。 にある
「E己」は、
一 定 の 行 動 様 式 を 身 に 付 け さ せ る た め 、
日 常生 活から教 育 し ま す 。 昼 夜 を 分かたず 全 て コ ン ト ロ ー ル し 、 ジ ェントルマンを育成するということになります。これに対して、ドイ
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ツ の ギ ル ド 制 の も と で の 勉学は昼間だ け で す 。 明 る い う ち は 勉学し、夜は酒場にあり、ときには決闘を行うという、学生にあるまじき勇ましい話も残っています。大学には、この二つの大きな流れがあるのですが、学問体系は、
ウニベルジタスの教育のなかで構築されて
きたと思います。中世の学問体系は、四つしかありませんでした。医学、神学、法 、そして哲学の
四つです。学位授与式のときに四
角い座布団みたいな帽子を被りますが、あの四つの角が四つの学問体系 を 表
し て い る の で す 。 ヨ ー ロ ッ パ
の 古 い 大学へ行 く と 、 プ ロ モ ー
ション
・ア
ウラ955o
toロ
〉己巴
という部屋があります
。そ
の部屋は、学位取得者に学位を授与するときに使われる豪華な部屋です。天井には、たいがい四つの学部のシンボルが描かれてありま
す。法学部のシンボルとしては、り正義の女神が描かれています。
ハレ大学のプロモーション・
アウ
ラにも天井に四つのシンボルが描かれてありました。
ユスティティア(臼ロω立江戸)
つま
ここで少し考えてみてください。なぜ中世の大学では、四
つのものが学問体系になったのでしょうか。その理由は、学問の背景にあるものを見据えれば分かります。まず、神学はどうして必要でしょうか。中世という時代を考えてください。神の国があり、世俗の国がありました。教会が強い支配力を持っていた時代です。人は、必ず死にます。亡くなった人を弔い、神の教義を説いて精神の安らぎを与えるには、神父がいなくてはなりません。その神父を養成するには神学部が必要です。医学の場合はどうでしょう。どの時代でも病人が出ます。病人を治すためには医師が必要です。その医師を養成するには医学部がなくてはなりません。次に、法学の場合はどうでしょうか。いつの時代にもトラブルがあります。社会的な葛藤が生じます。それを解決するには法律の専門家が必要です。その 法 律 の 専 門 家 を 養 成 す る の が 法 学部 で す 。 こ の よ う に 見 て く る と 、学理よりも学問の背景にあるものが決め手になっていることが分かります。社会生活の中でなくてはならない職業、トラブルを解決する の に 不
可 欠
な 専 門 家 、 つ ま
り神父、 医師、 法律家 と
い っ た プ ロ
フェッ
ショナルを養成するための組織として、大学はスタートしているの
3) 
で Lす 。
社会の必要性から大学で研究すべき事柄が決まり、その研究の成
果を社会に還元していくという循環は、大学のあるべき姿です。つまり、解決すべき課題は、大学の外にあることを忘れてはいけないのです。しかし、専門に特化して研究をしていきますと、だいたい暴走が始まります。中世にあっては、
魔女裁判(同RS
育
ON05
というものがあり
ました。異端審聞が悲劇を生みました。魔女だと疑われた人が水責めの刑にあって、浮かべば助け、沈めばそのままという(笑)、どちらにしても助からないような水責めなどの拷問によって魔女を裁いたのです。異端審問は、神学の教義が、特異なものではありますが、暴走した結果だと言えます。大変難しいテlマですが、私は留学中に、この魔女裁判に抵抗したシュペlQユaEH
gロ
∞句。。
)
という神父の研究を始めました。シュペlのことを何とか纏めようと思っているのですが、大変なロングランのテlマになってしまいました。神学とラテン語は、なかなか厄介ですね。法律のようにはう ま く 捌 け ま せ ん 。医学の場合はどうでしょうか。医学的な解明のために暴走をすれば、どんな遺伝子の組み換えも、人道に反するような人体実験だって遂行することになります。法学の場合はどうでしょうか。極端に
現れたのは、極端な法実証主義の考え方であり、ナチスの刑法理論です。悪法も法であり、いかなる場合にも、抵抗権は認めないという主張にまで行き着きます。それゆえ、専門的な、技術的な分野で
あればあるほど、その暴走を食い止めるのに哲学が必要です。
フィ
4番目
の学問とし て 哲 学 が 出 て き た の で す
。この四つによって、学問の
横
ロ
ゾ フ イ l
( 巴丘 o m
O H)EO
)が
必要になるのです。
そこで、
縦のバランスをとりながら、近代の大学に移行していきます。中世の大学には、経済学
部、経営学部、もちろん
ネッ
トワ
ー ク 情
報学部もありません。新しい学問領域は、四つの学問体系のどの
部
分から分化したかと言いますと、
哲学から分化してきました。数
学
も哲学から出てきたと言うと、皆さんびっくりするでしょう。哲学から分化し、だんだん学問として専門化してきたのですが、その大本 の 哲 学 は ど こ へ 行 っ た の だ ろ う と 思 わ れ る 状 況 が 最 近 の 現 象 で す 。ニlチェ
Q E 2 ユ 各 Z Z
Nmの 巴は
「神は死んだ」
という衝撃的
な 文
句を残しましたが、最近では、
「哲学が死んだ」と言って根源
的な事柄を再考しなければならないような状況に置かれているような 気 が し ま す 。
建学の精神と大学の未来
学問体系の成り立ちを見ますと、大学で取り組むべき課題
は、
実は大学の外にあったのです。大学の外にある、つまり実社会
に あ る 問 題 を 大 学 の 中 に 取 り 込 ん で 、
それを学問的に解明し、真理
の探究へと深化し、そして理
論化
・技術化して、その研究方法ない
し成果を教授し、社会に発信していくというのが大学の核となる営みなのです。学生から見るならば、社会の問題を解決するためのスキルを伝授されるわけですから、大学教育が職業に繋がっているの
4) 
は、
自然なことなのです。大学生活は、プロフェ
ッショナルな
職 業
に就くためのいわば準備期間でもあるという見方は、的を外してはい な い の で す 。大学が職業のための準備機関として機能した。
このことは、大学
の最初の出発点でしょう。このタイプの大学においては、教授する者と教わる者との信頼関係の確立が重要であり、信頼関係がない場合にはうまく機能しません。
ド イ ツ の マ イ ス タ l 制 度 の 構 造 に 近 い
ものがあります。手作りの部分があります。一定水準の教養を持った人格者を多量に輩出するという点ではうまく機能しません。この点に重点を置いたのがイギリスのカレッジ制です。カレッジの狙いは、一定のジェ
ン
トルマンを育てるというところに照準を置いて教
育しようとした。カレッジの狙ったものとウニベ
ルジタスの狙った
ものとでは、少し違いがあって、その相違が今
日まで見え隠れして
い る と 思 い ま す 。講 義 の レ ジ ュ メ に ゲ l テ の
『ファウス卜』
の一節を書いておきま
した。これは、伝統的な四つの学問体系をすべて勉強しても、なお満 た さ れ な い も の が あ り 、 何かおかしいの で は な いかという こ と を 、文豪ゲーテがファウストをして言わしめた言葉であります。「出mw σ 。
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という台詞です。
「哲学も法学も医学も、
まし
てや神学までも一生
懸命に勉強したのだけれど、いったい何だったのだろう」と言うのです。出口を見出せない嘆きの台詞です。何が足りなかったのか。自分の内面にこもる悩みを解決する術が欲しかったということではないかと思うのです。ただし、ファウストはそれを言いながら魔界に落ちますが、この台調は中世の四つの学問体系を言い当て、学問の弱点をうまく風刺しています。さすがゲlテであります。今日の大学においても、なおファストの台詞は使えるように思います。今日では、四つの学問体系が細分化し、学問体系がますます複雑なものになり、専門分野の理論がますます徹密になってきていますが、「いろんな分野を勉
強したのだけれど、いったい大学で勉強して何
が残ったのだろうか。
」というようなことに、ならないようにした
いものです。
一方、東洋における古い学問体系は、明治維新前の日本の
場合もそうですが、少し変わっています。人が身に付けるべきものと し て 、 文 芸 と 武 芸 が あ り ま し た 。
文つまり学問によって国の民を
治め、武によ
っ て 対 外 的 な 侵 略 に 対 抗
するというもので、
文と武の
両方を修得して己を修め、国を治め、国を守るという考え方が、古い時代からありました。江戸時代には、
文芸として四書五経、とく
に 論 語 や 朱 子学、さらには 陽 明学
などの習得が求められました。武
芸については、武術の修練はもちろんのこととして、心身の統一の体得が求められ、武経
七書と言われる
『 孫 子 』 『 呉 子 』
『尉綴子』
5) 
『司馬法』
等の経典や禅の考え方が影響力を持ちました。武芸は、
単 に 武術 を 磨 く こ と 、 兵 を 動かすこと に あ っ た わ け で は あ り ま せ ん 。大まかに言いますと、武芸の修得の狙い
は 、 対 す る 人 、
対する社会
に備えることにありますが、それに尽きず、人間の内面的な問題にまで模を打とうとしているところに凄さがあります。私 は 、 理 由 は 分からない の で す が 、 時 代 劇 を 見 る の が 大 好 き で す 。だいぶ前になりますが、藤沢周平の小説を映像化した
「たそがれ清
兵衛」という映画を見ました。東北の山形、時代的にいうと庄内藩になりますでしょうか、その地方の下級武士の生き方を描いたものです。たそがれ清兵衛は小太万の名人なんですが、小太万と普通の剣との一騎打ちを描いているところは圧巻です。今日の講義との関係では、映画の最初の部分において、山田洋次監督が次のような場面を映し出していることに着目してください。たそがれ清兵衛は、下級武士で生活も豊かではありません。内職をしているのです。虫かごを竹で作るという手仕事の内職です。た
そがれ清兵衛が囲炉裏の端で虫かごを作っていると、寺子屋で論語を習っている長女の娘が尋ねるのです。当時の状況では、女性が論語 を 習 う と い う の は ブ l イ ン グ な の で し ょ う が 、 好 き で 習 っ て い る 。その娘が、なんとも情緒のあ
る東北弁で、
「裁縫を習えば着物が縫
えるようになる。料理を習えば夕舗のしたくができるようになる。論語を女性が習っていったい何になるのだろう
か。
」というような
ことを尋ねるのです。たそがれ清兵衛は、しばらく考えて、論語を
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習 っ たからといって、裁縫がうま く な っ た
り 、
料 理 が う ま く な っ た
りはしないけれども、自分の
頭で考えて自分で行動することができ
るようになる、と答えるのです。幕末の混乱の時代ですから、自分の 頭 で 考 え た こ と に 従 っ て 行 動 す る こ と が 大 切 で あ り 、 こ の こ と は 、男か女かに関係な く 、 生 き て い く た め に 必 要 な こ と だ と 言 う の で す 。学問することの核心を突いた台詞です。私には、映画のこのシlンが今でも鮮明に残っています。学問すると、
周
りの動きに惑わされることなく、自分の頭で考え
て 行 動 す る こ と が で き る よ う に な る と い う 指 摘 は 、 文 芸 が 人 間 の 内面を問題にしていることを的確に捉えています。学問することは、自己を正し、人を正すためにあり、
生きていく指針を得ることにな
建学の精神と大学の未来
ります。このことは、洋の東
西を問わないでありましょう。
文 芸 が 人 間 の 生 き 方 に 関 わ っ て い る こ と は 、
推 測 の つ く こ と で し ょ
うが、武芸の方も実は人間の生き方に深く根ざしています。私は居合の稽古を羽年近く続けています。武術の修錬だけでなく、武道の教典や禅の本も読みます。人間の心と身体と剣の運用を統合することが課題なのです。いろんな局面で心身の統一の重要性を教わってきました。どういう動きをしようとも、身体の正中線を崩さないこと、
丹田に気を集め姿勢を崩さないこ
と 、
、気
の流れと身体の動き
と 剣 の 動 き を 一 致 さ せ る こ と 、 と い う よ う な こ と を
居 合 の 修垂木 に よ っ
て 体 得 し て き ま し た 。 こ の こ と は 、 武 道 の 基 本 で あ る ばかりでな く 、日常生活においても同じだと思います。たとえば、探め事を解決す
るには、まず相手を正面から見据え、
よく話を聞き、その主張を理
解 し 、
そして相手が納得するように説得していかなければなりませ
ん。その際、信義とか、
礼節とかいうような、捨ててはいけないも
のは絶
対崩してはいけないと考えるのです。この点に揺らぎがある
と、
居合であれば斬られるのです(笑)
。自分の核となる正中線は
崩してはいけないというのが、武道の教えです。文芸にしても武芸にして
も、
最終的には、人閣の生き方に深く関
わってくるのです。学問の関わりが、対人間であるか、対社会であるかの違いはあっても、共通項のものがあることを見落とすべきでは な い で し ょ う 。 こ の よ う な 欧 米 と は 違 っ た 部 分 に つ い て の 教 育 が 、少なくとも第二次世界大戦後は、制度上遮断されました。自ら学ぼうとした人は勿論いるでしょうが、
義務
教 育からの積み上げ は な さ
れていないのです。ヨーロッパの学問だけでは、なかなか見えてこないところであります。
東洋の、あるいは
日本の
文芸
・武芸の体系
は、
それを伝授するのに画一的ではなく、かつ身体の動きを伴わな
いと理解しにくいものです。ヨーロッパの学問体系は、誰が教授しても共通に伝わり、教わ
った者は誰でも共通の公理に従って物事を
解決していけるという利点を持っています。まさに、
客 観 性 が あ り
サイエンスなのです。これに対して、先ほど述べた
文芸
・武芸の体
サ イ エ ン ス と い う 範 障 に は 入 り 難かったのです。
系は、
6) 
話をもう少し戻します。古いと言われそうな話をしました
が、ヨーロッパの学問体系を研究している場合であっても、東洋あるいは日本のものの考え方を見据えておくことが、今日では必要ではないかと、私は考えております。その取り込み方は問題ですが、地に足の着いた、かつ自己の感性に根ざした学問体系を構築することが必要だと思います。自分の学問の正中線はどこにあるのかを意識すべきなのです。このことは、大学のあり方を考える場合も同じです。社会の変動とともに、大学は変わっていきます。大学は社会の変動と無縁ではありませ
ん。しかし、大学の大学たるゆえん、つ
まり大学の核となるものを見失うと、大学は社会の荒波にのみこまれてしまいます。皆 さ ん は 、 専 修 天学で勉学して い く 上 で 、
何 を 正 中線 に す る で し ょ
うか。この一点が分かるなら、これからの勉学の仕方が違ってくると思います。自分の興味のあることや知りたいことがあって勉強する。あこがれている職業に就くための準備のために勉強する。それも立派な目標だし、必要なことです。しかし、自分の生き方にとって 正 中線
と な る も の は 、 も う 少 し 他 の と こ ろ に あ る の で は な い で し ょ
うか。プラスアルファーになる部分が大切なのです。専修大学で勉学する以 上 、学生の共 通 項 と な る ア イ デ ン テ ィ テ ィ が あ る は ず で す 。それは、建学の精神を社会において花聞かせるというミッションを共有していることであります。学生も教員も職員も、同じミッションを背負っているという一点において繋がっているというのが、私立大学の凄さであり、強さなのです。
(2) 
大学の果たすべき役割
次に、レジュメの
「大学の果たすべき役割」という部分に
入ります。大学は、社会の変動と無縁ではなく、社会との相互関係のなかで発展していくということを先ほど言いましたが、
この点を
もう少し詳しく話したいと思います。平和な時代にあって大学で勉強していると、社会がどう動こうと大学は存在するし、今の大学での勉学環境に関係はないと、皆さんは思うかもしれません。そんなことは、あまり考えたことがないというのが普通でしょうね。平和なときはそれでいいと思います。またそうありたいと思います。しかし、そう暢気に構えてすむ問題ではありません。大学は、真理を探究し、学術を教授する場でありますが、さらに社会のあるべき姿を 発 信 す る 場 で あ り ま す 。 大学を外から見 る な ら ば 、 知 的 集 団 に よ って知的な財の集積がなされている場であります。したがって、世の中の時勢の動きとその知的集団の思潮に大きなブレが生じた場合、最初に攻撃されるのは大学だと言って過言ではありません。知的集団を破壊することで社会の変動が加速することもあるのです。もちろ ん 、 こ の よ う な 状 況 が 見 ら れ た ら 、 非 常 に 物 騒 な 時 代 に な り ま す 。
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mヨ
ーロッパの400年、500年の歴史を有する古い大学
では、大学の歴史の上で一度や二度は、大学存立の危機に晒されたこ と が あ り ま す 。 外 国からの攻 撃 に よ り 破 壊 さ れ る こ と も あ り ま す 。私が留学していたドイツのトリiア大学は、もともと歴史のある古
歴史が途中で中断され、わずかに神学部だけ残って1970年代にようやく総合大学に復帰しました。
旧
卜 リ l ア
大学は、
ナポレオンによって破壊され、大学の歴
史が中断
されてしまったのです。
卜リiア(→江角)
は、
モlゼル川の上流
にあり、ドイツの古都です。トリlアの駅から、電車ですと、ルクセ ン ブ ル ク の 国 境 ま で 日 分 、
フ ラ ン ス の 国 境 ま で 日 分 、 パ リ
ま で
4
時間です。ドイツの西側の国境の街です。
ナ ポ レ オ ン 軍 が ド イ ツ に
攻め入ったとき、
モ l ゼ ル 川 の 上 流から攻
めてきました。
ナ ポ レ オ
ン軍に学生たちが反旗を翻しました。
ナポレオンの侵攻に学生が抵
い大学です。いまし た が 、
フ ラ ン ス の 共 和 制 に 対 す る 政 治
的なアレルギーとい
うよりも、国を守るという意識が強かったのでし
ょう。
ナ ポ レ オ ン
抗したのです。
モlゼル河畔、ライン河畔の有
名な城は次々
につぶされ、トリlア大学、リンテルン大学、ボン大
学、ケ ル ン 大学など が
廃校 あ る い は
閉鎖 に 追
い 込 ま れ ま し た 。
シ ラ ! 、
軍のターゲ
ットは城と大学でした。
フンボルト
、 フィヒテ、ゲlテなどが教鞭を執ったことのあるイエ
建学の精神と大学の未来
ナ 大学もそうでした。
ナ ポ レ オ ン 軍 に よ っ て ベ ル リ ン も 占 拠 さ れ ま
す。知的な財が集積していた場所がつぎつぎに破壊されたので
す。
ナ ポ レ オ ン 軍 の 占 領 下 に あ っ た ベ ル リ ン
で 、
哲学者のフィヒテは、
連続的な辻説法をします。
の『
ドイツ国民に
告ぐ』白色88(出。号ESozm注目
O D )
という有名な演説です。
フィヒテ
( 『 片 『 什 mw )
ナ ポ レ オ ン 軍 の 支 配 下 に あ る 場 所 で 、
ドイツ語によるドイツ人のた
めの教育をやらなければいけないと搬を飛ばすのです。いわば
社会
の激流に抵抗する大学人による知の発信を行ったのです。そ の 後 、 フ ン ボ ル ト の 理 念 を も と に し た ベ ル リ ン 大学が新設 さ れ 、近代の大学がスタートすることになります。フィヒテは、
ベ ル リ ン
大学の初代総長に就任しますが、フンボルト
の 理 念 が いかに起爆力
を持っていたかは、その後のドイツの大学の飛躍で明らかです。大学においては、プロフェ
ッ
サlは、学生に単に知識を教える、真理
を教授する、ということだけで済むというわけではない。教授の場がそれだけであったら、大学に何の発展性もない。新たなものを考える人が出てこない。大学においては、研究のプロセスの中に学生を巻き込んで、研究の方法や考え方のノウハウを教えていくことが大切だというのが、フンボルトの理念です。
こ の 理 念 に あ っ て も 、
教 授 と学生の 知 的 共 同
体 を 重 視 す る ウ ニ ベ ル ジ タ ス の 形 が 土 台 に な っ
ています。知識を教授するだけでなく、結論を導く過程を教えることによって真理の発見に携わさせるということが、大学の核に据え
円，白
ら れ て い る の で す 。近代の大学を創設するには、財政的な裏付けが必要です。学生の授業料 で 支 え る と し た ら 、
高額な
授業料になるでしょうし、大学の
理念の維持が困難になることもあります。そこでドイツが取った戦略は、全ての大学を国立にし
(厳密に言えば州立ですがて財政基
盤を公的に構築することにして、学生からは授業料を取らないというものでした。その結果、先端の研究をし、先端の学聞を教授し、世界をリードする近代の大学へと発展しました。
最近は、ドイツでも授業料を徴収するようになったそうですが、
私が留学した頃は授業料というものはなく、学生は、1年間に学生費を日本 円 に し て 3 0 0 0 円
か5
000円だけを支払えばよかった
と思います 。 こ の 点 は 、 留学生に対しても同 じ で し た 。 州 に と っ ては、大変な財政上の出費です。もちろん、この方式には弊害もともないます。研究者が象牙の塔に籍もりがちですし、市民のレ
ベルか
ら高
等教育を立ち上げていくということが難しくなります。3) 
一方、
アメリカではどうであったかと言いますと、イギリ
ス の カ レ ッ ジ 制 度 を 基 本 に し て 大学が組み 立 て ら れ て い ま し た の で 、ドイツの近代型
の 大学に対し て
は、先端の学問分野や研究開発力と
いう面では、太万打ちができなくなります。そこで、ヨーロッパにない新たな大学院を創設します。大学の学部
教育はリ
ベラルアlツ
ということに集約し、専門教育に特化した機関として大学院を設けたのです。さらに、アメリカの凄さは
、 民 間 の 資 金 を 大学に投入で
きるようにし、潤沢な研究資金を使って先端分野の研究および開発が機動的にできるようにしたことです。その結果、アメリカでは、大学問競争によって私学の発展を見ました。アメリカの大学院制度は、いわばフンボルトの理念を超えるための 対抗策でした。アメリカにおける大学院の第1号は、ジョンズ・
ホプキンス大学です。その後、エール大学や
ハーバード大学におい
ても大学院ができます。ロースクールも、ヨーロッパにない新たな
大学院制度でした。専修大学の創立者たちの一部も、大学院教育を受けて帰国していますが、当時としては、新しい大学教育の制度を体験していたことになります。
創立者たちは、アメリカに約6年ないし8年の間留学し、
一部の人はアメリカの新たな大学院制度をも体験して帰国していますので、欧米の学問体系と大学のあり方について熟知していたと思います。しかし、日本での高
等教育のスタートは、創立者たちが得
意とする法律と経済を中心的に教授するというものでありました。四つの学問体系だけでなく先端的な専門分野を教授しう
る 高 等 教 育
機関に発展することを期待しながら、まずは得意とする法律と経済を教授することを突
破口として
「専修学校」を創立したのです。
「専修」という言葉には、一つの専門分野を専ら学び修めることで学問のあり方を説くという意味が込められており、明治期において近 代 の 高 等 教 育
を始めようとする意気込みが見て取れます。
したがって、創立者たちは、当時としては最先端の学聞を日本に
持ち込み、社会の骨格を支える人材を輩出しようとしたことを失念すべきではありません。大学の形としては、ヨーロッパの大学とアメリカの大学のやり方とが大きな潮流になっていますが、大 の制度は、その国の形と敏感に関連しており、画一的ではありません。極端な場合には、国の形が変われば、大学のシステムも教育内容も変わります。逆に、大学が輩出した人材によって国の形が変わるこ
4) 
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ともあります。それほど大学は重要な場であり、自ら社会のあるべき姿を描ける力を持っていなくては、大学は社会の中に立つことはできません。
私が経験したことを、若干話すことにしましょう。最初に
ドイツに留学したのは、
1980年でした。その頃、ベルリンの壁
は頑強でした。ベルリンの壁が崩壊
し た の は 1 9 8 9 年 日 月 で し た
が、その数年前にもドイツに行きましたが、まさかベルリンの壁が
5) 
崩 れ る な ん て 、 想 像 も で き ま せ ん で し た 。 1 9 8 0 年 頃 の こ と で す 。ト リ l ア に 滞 在 し て い
ますと、知り合いになった東ドイツの人から
手紙が来ると、ほとんど検閲が入っていました。
私 が ト リ l ア に 住
民登録をしていることにも関係があったと思いますが、ほとんど検査されていました。郵便が壊れたとして再度封がしであるものもありました。そういう厳しい時代でした。東側からは、年金受給者だけが西側の親戚を訪ねるために国境を越えることができるという状況でした。一度、
東側に行こうとして入国許可の申請書類を手に入
れましたが、
曾 祖 父 の 名 前 ま で 記 入 し な け
ればならず、断念しまし
建学の精神と大学の未来
た。祖父の名前は書けるのですが、
曾祖父の名前となると、会った
こともないので名前など出てくるはずがありません
。ましてや日本
にいるわけではありませんので。
(笑)
。その頑強なベルリンの壁が
崩れるとは、思いもよらないことでした。しかし、ベルリンの壁が崩壊する時は、あっけなかったです。
ベルリンの壁が崩壊した直後、2
度 目 の 留学で同じくト リ l ア
に
滞 在 し ま し た 。 今 度 は
、ドイツが統合され、
まだ混乱状態にあった
東側に足を踏み入れることができました。西側と東側を仕切っ
て い
た 国 境施 設 に は 有刺 鉄 線 が 残 っ て 、 銃 口 を 向 け て い た 物 見 の 塔 も
残 っ
ていました。電話が繋がりにくく、
ホ テ ル も 予 約 し に く い 状 態 で し
た。そ
ん な
中、
トリlアから自動車でイエナに行きました。400
キロメートルを越えていたと思うのですが、アウトパ1ンを走りました。イエナ大学を訪ねて
行ったのです。トリlア大学は、統一後
イ エ ナ 大学と提携
し、教授を
派遣して講義などを行っていました。
その用事もあって、刑法のアメルンク教授と一緒に行ったのです。イ エ ナ 大学
は、
お階建ての円形の高層ビルでした。
旧東ドイツで
は、
法学部ごとに育成すべき法曹像が異なっており、イエナ大学法
学部は、
検察官を育成する役割を担っていました。大学によって、
裁判官を育てるのか、行政官を育てるのか、
その役割が決 め ら れ て
いました。イエナ大学の高層ビルの最上階は図書館になっていまし
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た。図書館に行ってみると、
配架するための本を整理してい
る最中
でした。そこで唖然とする光景を見ました。最初にドイツに留学した当時は、東ドイツの刑法のコンメンタl
ルを手に入れることは大
変なことでした。トリlアにいるときに、東ドイツ刑法のコンメンタールを
やっとl冊手に入れましたが、それもスイスの本屋経由で
し た 。 東 ド イ ツ の 刑 法 は ど う な っ て い る のかと読み ふ け り ま し た が 、なんとそのコンメンタlルが破棄処分になってゴミ箱に入れて
ある
んです。
旧東ドイツの基本書はほとんど破棄処分され、書架には西側の刑
法の教科書やコンメンタlルがザiッと並んでいるのです。この光景を見て、社会変革の重さを実感し、法律家は革命には抵抗できないということを肌で感じました。どういう法律家を育てる
のか、法
曹養 成 の シ ス テ ム を
どうするのかは、やはり国の形の根幹に関わる
問題です。この点についは、統一条
約において取り決めがなされ、
統 一 後 は 、 西 側 の 法 曹 養 成 シ
ス テ ム に 一 本化 す る こ と に な り ま し た 。
刑法の条文は、堕胎罪の部分に経過措置がありましたが、西側で適用されていた刑法典が、東側にもそのまま効力を有することになりました。したがって、刑法の教科書やコンメンタlルの入れ替えが行われるのは、当然と言えば当然なのですが、ゴミ箱の光景は胸を打 つ も の が あ り ま し た 。刑法の研究者についても、東側においては劇的なものがありました。刑事学の研究者1名のみが大学に残り、あとは全員免職だったと聞きました。免職されなくても、刑法の研究者の場合は、
ペンを
折 り 、 辞 任 す る と 思 い
ます。刑法の基本的な骨格が崩れ、自分の価
値観が否定されるわけですから。たとえば、今の日本の状況から自由主義刑法を否定する政治体制へと変革されることになれば、私はペ ン を 折 り 、 教 壇 を 去 る しかないで し ょ う 。 私 が や っ て い る学
問は、
社会の変動と密接な関係を持っており、大学教育の出口が職業と直結するだけに、社会構造の変革に大きく左右されることを身をもっ
て 感 じ ま し た 。
もう一つ具体的な話をしましょう。先ほど話しましたよう
に、2年前にハレ大学に行きました。ハレ大学の学長とトップ会談を行ったのですが、いろいろおもしろい話が出来ました。
EUの動
きの中でドイツの大学改革が進行中なので
す 。
EUの大学改革のな
かでハレ 大学をどう い う方向に持 っ て 行 こ う と し て い る のかを聞き 、専修大学の幻世紀のビジョンである「
社会知性の開発」についても
話 を し ま し た
。 ハ レ 大学の戦略 は 標 語 に な っ て い て 、 そ れ は N 己nロ
ロ コ
B広含吋『同イ立正oロ
、つまり伝統を踏まえて将来を描くというも
6) 
のでした。
フランスの大学制度とドイツの大学制度とは異な
ります。イタリアの大学制度も違います。とくに法曹をどう育てるかについては基本的に違います。法曹養成システムが違うのです。自然科学の場合には、わりと共通項があるでしょうが、社会科学の分野で職業に直結する学問を取り扱うところは、教育シス
テム自体
が問題です。しかし、そこを平準化しないと、大学教育の互換
性が
見出せないというので、イタリアのボロlニ
ャで平準化の指針が作
られました。ボロlニャ・
プログラムといいます。
EUが一国にな
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EUのなかで、
れば、大学教育システムをゴ元化することは可能なことでは
ありま
すが、多数の国が集まってシステム上の横の連携を図ろうとするのですから、難しい問題です。しかし、実現できることはやろうというのでプログラムになっているのです。この大学改革のうねりのな
ハ レ 大学が掲げた方針は、
500年の大学の伝統を捨
てないということです。つまり、大学の正中線となるものを崩さないということです。伝統によって築かれた大学の核となる部分は崩さないのだという意思表明なのです。 かにあって、
この考 え に は 意 気 投 合 し ま し た 。
さすがに500年の伝統
を持っている大学だと思いました。大きな社会変革の波にのみこまれようとしているときに、伝統ある大学は、風雪に耐え忍ぶ正中線を持っています。大学の大学たるゆえんとして外せない一点は、ど
7) 
んなときにも捨てないとい
う芯の強さがあります。このことは、昨
今 の 大学改革において は 、
失念してはならないことです。大学問競
争が起きて大学が二極化するという中にあって、
日本の中だけでは
な く 、
世界においても競争力のある大学になるためには、中世の大
学から近世の大学に移行したと き の 大学の
理念、大学の本質を失つ
てはならないのです。大学にあっては、社会の中にあって社会に立
建学の精神と大学の未来
つ と い う 気 概 が 必 要 で す 。さ て 、 専 修天学は、 そ の 正 中線
と い う べ き も の を 持 っ て い る で し ょ
うか。私は、
専修大学は持っているという答えを出したいと思いま
すが、その前にレジュメの項目に従って、研究者にとって大学とは何かということを話しておくことに致します。
1) 
(3) 
研究者にとって大学とは何か
研 究 者 に と っ て 大学
とは何か。この間題 に つ い て は 、 従
来 、
大学は真理を探求し、それを教授するところではあるが、研究者
は
自分の研究に専念していればよいというような考え方が支配的でありました。大学は、いわば象牙の塔だと考えられていたのです。研究者は、社会から遮断された象牙の塔の中に寵もって自分の学問に没頭していればよく、教育をすることは、二
次的でよいというよう
に考えられていたのです。社会の流れがどうかに関係せず、象牙の塔の中で考えつめて書かれたもの
が、
400年、500年の後の世
に紐解かれて、読んだ人を感動させるならば、それは学問として立派な成果でしょう。
400年、500年の時空を越えて、真理を伝
えることは大変なことですし、そういう研究も必要です。世界の思想家の中には、そういうタイプの人が結構います。象牙の塔で社会を 遮 断 し な く て は で き な い学問
もあるでしょう。それは、一面にお
いては正しいと言えま
す。しかし、現在では、研究者は、残念なが
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ら象牙の塔に篭もってばかりというわけにはいかないのです。社会が変動するとき、大学には、
それに 対 応 す る キ ャ パ シ テ ィ が 求 め ら
れますし、かつ核となる部分の正中線を崩すことなく外の力を柔軟に 吸 収 す る 緩 み の 部 分 を 持 た な け れ ば な り ま せ ん 。 そ う で な く て は 、社会構造が大きく変動する場合、とくに私学は生き残っていけないだろうと思います。皆さんが大学に何を求めているか、授業の最初のところで、
い ろ
いろ答えてもらいました。皆さんが出した要望に応えられないような授業は、学生からそっぽを向かれるでしょうし、評価されないでしょう。さらに、社会が大学に求めていることに対応できず、社会に 対
する発信力もない大学は、評価の
対象にならないでしょう。そ
うなれば、大学としての魅力は無くなってしまいます。大学にとって教育ならびに研究が重要なことは言うまでもありませんが、最近では、大学の役割の一つとして、社会貢献が挙げられるようになってきています。この社会貢献の役割を果たすためには、大学が社会の変動を敏感に受け止めていないと、貢献することはできないはずです。地域に貢献する場合には、地域における要請が何であるかを敏感に受け止めていなければなりません。つまり、地域社会に開かれた大学になっていなければなりません。研究者本位の閉ざされた大学では、今や用をなさないのであります。おそ
れでは、大学における教育の仕方はどうあるべきでしょ
うか。大学の授業は、従来のような一方通行の授業ではよくない、しかもシラパス通りに行うべきだというようなことが、最近ではよく言われます。大学の授業も共通の到達点を持つべきだし、分かり易く説く工夫が必要なことは、そのとおりです。それでは、大学の授業も 高校 の 授 業 、 あ る い は 予 備 校 の よ う な 授業 で い い で し ょ うか。決められた範囲の知識や定理を教え、誰が解いても同じような答えが出るような問題を与え、均一な正解を求めるというような授業で
よいでしょうか。もし、それが大学の教育だとしたら、私は明日から大学を去りたいと思います。それは、知識を与え、答えの復元を求めるだけであって、自分から問題となっている所を見つけ、自ら解決していくということを教えることにはならないのです。大学の教育では、何が問題なのかを自ら見つけ、自分の頭で解決していくことまで教授することに重きをおいているのです。そのためには、何が必要となるのでしょうか。
コミュニケーション力や人間力は必要ですが、それを
育むためには、しっかりとした研究に裏付けられた教育がなされることが必要です。教授する側は、自分の研究に自信がなければなりません。批判されても、そうではないと反論できるだけの精神的な余裕がなければなりません。批判の可能性があって学問の進展はあるのであり、批判に
対して自信をもって再批判をなしうる状態まで
研究を進めておかないと、大学の授業はできないのです。皆さん、ディ
ベ1
トができるということは、議論の勝ち負けでの
問題ではありません。相手の言わんとするところを上手く聞き取ると共に、相手に自分の考えていることをいかに上手く伝えるかという こ と が 大 切 な の で す 。 相 手 の 主 張 を よ く 聞 い て 、 相 手 を 納 得 さ せ 、
も ち ろ ん 、
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「うん」と言わせるためのコミュニケーション力を持たなければ意味がありません。自分の考え方を一方的に言うだけでは、コミュニケーションは図れません。相手のことをよく間いて、そして相手を十分に納得させるだけの技量、ひいては人間力というものが身に付
かないと、
大学で教育を受けたとはいえない。このことが今の教育
の現場に求められているのだと思います。
私の学生の頃は、学生も先生もおおらかでした。当時は、
大学に進学するのは凶歳人口の日%前後でしたから、学生に大学で何をなすべきかを語りかけなくても、そ
れ ぞ れ 自 分 勝 手 に 決 め て 行
動していた時代です。
( 笑 )
。教授する方もされる方も、授業につい
ては、お互
いにおおらかだったように思います。十年一日のごとく
3) 
建学の精神と大学の未来
毎年同じノlトで講義をしているんではないかというような授業もありました。口述筆記という、古い形態を思わせるような授業もありました。講義に出席して
いる学生も、
口述筆記は友達にまかせ、
先生の話をバックグランドに、
興味をひかれている他の本の黙読に
精を出している者もいました。それとは反対に、学生が分かるかどうかに関係なく、研究の最先端の講義をして、
自 分 が 没 頭 し て い る
ことを熱く話しているのもありました。私の若い頃の
講義は、この
部類だったと反省していますが、
講義内容の平準化という視点を持
たずに、研究の先端領域や熱中している部分を講義することも、大学の授業だという認識がありました。また、学生もそれを許容するおおらかさがありました。お互いに追い求めるものが分かっていたのだと思います。しかし、今の時代に同じようなことを行ったら、授業評価でパツ
パツパツと付いて(笑)
、あ
の先生の授業はなっていないという評
価が出て来ることになるでしょう。状況が大きく変わったと思い
ま
す。昔の先生たちが持っていたものが何であったか、それをなぜ学生が許容したかを考えてみますと、一つの分野の学問に自分
の人生
をかけていること、学問に対する情熱を持っていることが学生に伝わっていたからだと思います。そういう状態で先生が教壇に立ってい る の で 、 授 業 の う ち の 2 分か3分で あ っ て も 感 銘 す る 言 葉 が 出 る 、あるいは仕草が出る。それに学生は反応したのです。教育にとって本質な部分は何かということが、分かっていたのだと思います。最近では、
授業の出席をとるのは当然という認識が一般的になってき
ていますが、そもそも大学は出席をとるところではないように思うのですが、もうこういう考えは古いのかもしれません。本来、大学の授業は出席することに意味があ
るのではなく、自分から講義を選
び、主体的に考えながら聞くことに意味があると、私は思います。
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言葉は悪いのですが、
学問は、教えられるものではなく、盗むもの
で す 。学聞を追究 す る に は 、 主 体 性 が 必 要 な の で す 。 教 授 す る方も、自分の人生をかけた学聞を語るべきなのです。今や象牙の塔の扉を聞いて、
教育の現場に下りなければならない
としても、学問的情熱と感動ない講義には、皆さん、私はその授業評 価 に パ ツ を 付 け て よ い と 思 い ま す 。学問的情 熱 と 感 動 が な い 限 り 、学問の伝授はできません。同じ真理を伝えるにしても、その人の人生観や人間性がにじみ出た説き方をすると、そこから継続性と発展性が生まれ、聞く人の可能性を引き出すことができます。したがっ
て、パソコンの画面だけでは、教育はできません。面と向かって、皆 さ ん の 魂 に 語 りかけるこ と が 必 要 で す 。 今 日 の 授 業 で は 、 皆 さ ん 、私の目をよく見ていますね。こういう授業の受け方をしないと、教授したいものは伝わらないのです。聞いている皆さんの何かが変身し、可能性が引き出され、成長を促す。教壇に立つ者は、そういう教育をすべきだというのが私の信念であります。
専門科目で感銘を受けた授業はたくさんありますが、教養
科目でも感銘を受けた授業が二、
三ありました。少なすぎると大谷
先生に叱られそうですが(笑)
、私の経験なのでお許しください。
そのうちの一
つは、
文学の
「万葉一集」の授業でした。講義を担当さ
れたのは伊藤博先生でした。伊藤博先生は、すでに亡くなられましたが、私が講義を聴いたのは昭和但年で、当時、京都大学から専修大学に赴任されて教鞭を執られていまし
た。その後、叩年間ぐらい
専修玉入学におられて、筑波大学に移られましたが、私には、若き日の 伊 藤 先 生 の 講 義 が 今 も 鮮
明 に 焼 き 付 い て い ま
す 。
文学部教 授 で あ っ
た伊藤先生は、単身赴任であったせいか、生田1号館の教室に、風百敷包みを片手に、よろよろの服を着て、草履履きで入ってこられるのです。よろよろの服装をしていた私には、そんなに違和感のない格好なのですが、教壇の椅子に腰掛けて徐に風百敷包みを解か
れ
て本を取り出され、風格からは想像もできない、なんとも艶っぽい情 愛 の 話 し を さ れ る の で す 。 万 葉 葉 の 相 聞 歌 を 説かれ、東歌の防人
4) 
の心情をぽつぽつと語られるのです。けしてパワフルな語り口ではないのですが
、5
75
77
の但音の中に埋め込まれた万葉人の心の
躍動とか感性の響きだとかが伝わってくる、なんとも魅力のある講義でした。人聞は格好ではない、その人が醸し出す心情が人を引き付けるのだと思いました。よろよろの格好をしている自分にも、何かチャンスがあるかもしれないと思いながら、講義を聞きました。この講義の時にまとめたノlトは、今も手元に残しています。今でも万葉集をよく読みます。私の専門は刑法学ですが、専門から離れたとき、万葉集は心の安らぎになっています。そして学生時代の講義風景が頭によぎって、感無量になります。
そういう授業が、目を見開けば、大学にはあっちこっちに
存在しています。将来、自分が職業にしようとするものを得るのも大学ですし、さらに心の安らぎになるものを掴むのも大学です。そういう意味で、教養は大事なのです。大学の教養教育は、高校の教育の延長線にあるものではなく、いま言ったように、講義を聞く方は、語る人の人間性を見てとらなければいけないのです。ギリシャ時代の教養は、何であったかと言いますと、美であり善でありました。ローマ時代の教養は、礼節であり潔白さでありまし
た。高潔で
あることです。イギリスの教養は、ジ
ェントルマンになることでし
た。いずれも、ちょっとやって身に付くというような、小手先のものではありません。人間性を酒養するものを身に付けるのが教養で
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5) 
あります。それを、大学では、専門と共に身に付けなければならない。しかし、学生の回線から見れば、いくら大切だといっても、実学とは違 い 実 践 的 な こ と に 結 び つかないよ う に 思 え る も の で すから、興味がなかったら講義を聞かないというのも確かでしょ
う。それゆ
え、教壇に
立 つ 者 に は 、 一 層 の 人 間 的 な 魅 力 と学問に対する 情 熱 が
要求されると言えます。私は、専修大学には、その力があると信じています。ぜひ幅広く勉強をしてください。一つの専門を深く勉学することは必要ですが、それに終わらず幅広く勉強することが大切です。4限目の授業はこれぐらいにします。それでは休憩です。
4 
専修大学
の建学
の精
神から
読み取る
べ
き も
の
建学の精神と大学の未来
前の授業時間では、大学とは何なのか、大学には何が期待されて
いるのか、といった大きな問題について、私の思うところを話しました。大学の骨格となる部分、外してはならない正中線になっているものを、大学改革の最中にあっても見失ってはいけないということを言いました。専修大学の場合には、見失っていけないものは何なのか。それを、専修大学の歴史を紐解きながら、これから皆さんと考えてみたいと思います。
1) 
(1) 
4人の創
立者
に
ついて
専修大学の歴史について、皆さんは、
『専修大学125年』
の冊子をお持ちですね。それに創立者たちの写真が掲載されていますので、
それを見ながら聞いてください。
専修大学の前身であ
る
「専修学校」が創立されたのは、明治日年
、1
880年です。こ
こ
では、まず専修学校の創立前の話をしておきたいと思います。専
修
学校に関わった人はたくさんいますが、その中でとくに重要な役割を果たし、大学を支え続けてきたのが4人の創立者たちです。相
馬
永胤(ソウマ
・ナ ガ
タネ)
、田尻稲次郎(
タジリ
・イ
ナジロウ)
、目
賀田 種 太 郎 ( メ ガ タ
・タネタロウ)
、 駒 井 重 格 ( コ マ イ
・ シ ゲ
タダ
) 、
この4人が創立者たちです。4人の創立者について話をしておきたいと思います。卒業するまでは、この4人の名前は漢字で書けるようにしてください。お願いします。平仮名で書かれると、寂しい思
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いをします。相 馬 永 胤 先 生 は 嘉 永
3年、185
0年に生まれられています。
日
本史を勉強した人
は、
ペリ
ーが浦賀に来た年、つまり嘉永6年を思
い出してください。
その3年前に、相
馬 先 生 は 生 ま れ ら れ た と い う
ことです。相馬先生は、いわ
ゆる
「黒船
現る」という言葉で表象さ
れる動乱の幕開けが間近に迫っている時代に生を受け、彦根藩士として育たれました。彦根藩主の
井伊直弼は、185
8年には大老と
なり、安政の大獄を起こし、
18
60年には桜田門外の変で暗殺さ
れます。その桜田門外で井伊直弼
の首を取ったのが薩摩藩士として
ただ一人加わっていた有村次左衛門ですが、その薩摩藩に、相馬
先
生 と 同 じ 嘉 永
3年に
生を受けて薩摩藩士として育ったのが田尻稲次
郎先生です。相馬先生と田尻先生は、同じ年に生まれ、同じ祁歳で生涯を終わられていますが、なんとも不思議な深い関係です。彦根藩士の相馬先生と南九州の繋がりはあるのだろうかと考えていましたが、
『相馬永胤伝』
を開いていたら、相馬先生が米国に留
学するときに、私の故郷の儒学者である安井
息 軒 ( 1 7 9 9 1 1 8
76)
を 訪 ね て 別 れ を 告 げ る 件 が あ り ま
した。安井息軒は、宮崎の
清武に生まれ、鉄肥藩の儒学者として著名であり、江戸にも滞在していたので、相馬先生との接点があったと思いますし、安井息軒の薫陶を受けられたとしても不思議ではありません。目賀田種太郎先生は、嘉永6年、まさに黒船来航の年に生まれ、
幕 臣 と し て 育 た れ ま し
た 。 日 賀 田 先 生 は 、 幕 臣 の 秀 才 で あ り ま し た 。
駒井重格先生も、同じく嘉永6年の生まれであり、桑名藩士として育たれました。創立者たちは、3歳の違いはありますが、幕末の動乱の時代に生を受けた4人でありました。しかも、明治維新前は、倒幕派と佐幕派とに分かれていました。お生まれから言うと、相馬先生と田尻先生は倒幕側にあり、目賀田先生と駒井先生は佐幕側にあ る と い う こ と に な り ま す 。
その人たちが、幕末の動乱の中を生き抜いて、米国に留学
しました。勉学した大学先は、ばらばらであります。相馬先生はコロンビア大学、それからエlル大 の法科大 院、田尻先生はエール大学、そして同大学院、目賀田先生は
ハーバード大学、駒井先生
2) 
がラトガlス大学です。当時としても著名な大学でありますし、先ほどお話したように、アメリカがカレッジ制度から大学院大 を立ち上げたその時期に、創立者たちは先端の大学院まで進んで勉学したのです。留学の滞在期間は、約618年間です。目賀回先生は、途 中 、 日 本 と の 行 き 来 が あ り ま し た が 、 約 8 年 間 滞 在 さ れ て い ま す 。創立者たちが留学する時に何を持って行かれたかは、興味のある
ところです。相馬先生は、言葉はどうにかなると言っ
て、
ヘボンの
辞書を懐に入れて旅立たれたという凄い話が残っていますが、船で太平洋を横断するわけですから、今のような旅支度ではなかったであろうと思います。そして、留学前に語学は出来たとはいえ、専門的なことについて十分に意志疎通できるというほど達者ではなかったと思われます。しかし、ほぼ8年間で学問の先端を吸収して帰国されたということは、並々
ならぬ勉学だと思います。日本で法律や
経済の基礎的知識を身に付け、そして留学したというわけではないのです。まさに真?白な状態で太平洋を渡ったのですから、精神力に凄いもの が あ り ま す 。
円huqu 
ω私
は、ドイツに初めて留学したとき、約2年間滞在しまし
た。いや、日本に帰ってこなかったというのが正直かもしれませんが、今なら怒られそうです。研究者になってからの留学です ら、真っ白な状態での留学というわけではなく、すでに刑法学のパックグランドを持っていました。
包かお歳の頃ですので、ドイツ語の刑
法 の 文 献 を 読 む の に は 苦 労 し な い 状態 で 留学しま し た 。 飛行機 に 乗 ってド
イツに行き、駅で切符を買ったり、道を訪ねた
り、簡単な日常
会 話 を す る に は 、 ま あ ま あ と い う 状 態 で 留学
し、最初の 2 カ 月 間 は 、
ロ l テ ン ブ ル ク の
語学学校に入りました。そうしたら
、言
葉が 速 く
なったり、専門外
の放送番組をテlプで聞かされた
りすると、言葉
が頭の中に下りてこないのです。言葉が機関銃の弾のごとく飛ん
で
きて、
耳から頭の外に抜けていくとい う 状 態 を 体 験 し ま し た 。 言 葉
が頭の中に下りてこないというのが
1カ
月目でした。2カ月日から
は 、 周 り
の人も語学学校に通っていることが分かっていますから、
分かり易 く 話 し て く れ る の で 、 こ れ で 何 とか大丈 夫 だ と い う 気 に な って 、 ト リ l ア に 移 り ま し た 。トリlア駅についてホテルから、私の恩師であるアメルンク教授
(関口三
〉50-E伝)
に電話したところ、すご
い早口で何が何だか分
からないのです。とにかく、
ホテルに迎えに来るということだけは
建学の精神と大学の未来
分かったのが救いでした。迎えに来たアメルンク教授
は、ドアを
叩
いて入ってくるなり話しかけてきたのですが、頭の中に
残った言葉
は 、 ア メ ル ン ク と い
う第l
音 に ア ク セ ン ト を 置 い た 言 葉 、
だけ
で し た 。
彼 の 言 葉 の ス
ピー
ドは、
語学学校の授業聞いた言葉
の ス
ピードとは
比べも
の に な ら な い ほ ど 速かったのです。これが 普 通 だ と す る と 、
明日
から授業はどうなるんだろうと思いました。
(笑)
。
次の日から
いきなりアメルンク教授 と 一 緒 に 刑 法 の ゼ ミ を や っ た
のです。これまた大変でした。大学の法学部のゼミは、夕方の6時
ぐらいから始まり9時ごろまで行われました。司法修習をやって
い
る人や教授資格論文に取り組んでいる助手などが一緒になっ
て ゼ ミ
を行うので、夕方から始まるのです。報告者は
必ずA
4で
羽枚
ぐら
い の
ペ ー パ ー を 用意
し て き ま す 。 ゼ ミ は
、撃暑が
用意 し て き た
ぺl
パ ー を 読 み 上 げ る こ とから始 ま り ま す 。 読 み 上 げ を 聞 き な が
ら 、
ペー
パーを黙読し、主張の是非
を考えるということをするわけなの
で す
が、
報告
者は、読み上げているうちに、脱線したり、飛ばしたり、
書いていないことを補足したりするわけです。最初のうちは、読
み
上 げ が ち ょ っ と 外 れ る と 、 も う ど こ を 読 ん で い る のか分からな く な ってしまうのです。聞きながら該当する部分をパッパッと探せる状態で は な い で す 。 そ れ
から3
カ 月 た っ て 言 葉 の 波 に 乗 れ る よ う に な り 、
半 年 過 ぎ た 頃からは 、 読 み 上 げ が
ペ ー パ ー の ど こ に 飛 ん で も目で追 っ
ていけるようになり、アド
リブの補足も自然に頭の中に下りてくる
ようになりました。そ
の頃から、夢の中も
日本語が消えました。ド
イツ
語で考えてド
イツ語で話すというようになると、会話が頭
の 中
可i
に下りてくるようになることを経験した半年でした。
ー年
過ぎてもゼミの報告を聞いていて、学生の話がどうも分か
ら
ない 、 何 を 言 っ て い る のか
推測が つかないこ と が 何 度かありま し た 。
当時、ト
リ l
ア 大学選平部 の 助手を し て い た ギ ュ ン
タ1
2mg
mlvE3
m
CHEF
05
もゼミに参加
していました。彼は、私の長年の友人で
もありますが、今はテュlビンゲン大学の教授です。彼に、
「聞い
ていて、何を言っているのか分からないから、ちょっと教えて。
」
と言うと。「私にも終わらないから、大丈夫だ。
」と言うのです。報
告者は方言だったのです。標準語ではないと、聞き取るのは難しいことでした。やっと1年
のサ
イクルが過ぎて、授業を聞くのも専門
的 な こ と を 話 す の も 、 そ ん な に 抵 抗 感 な く で き る よ う に な り ま し た 。日本語が抜けるのに1年かかったのです。私の場合は、日本において大学院で5年間ドイツ語
づけ
の日々
を過ぎた後のドイツでの1年
ですから、苦労といってもしれています。まっさらの状態から外国に飛び込んで行った、創立者たちの8年間の勉学というのは凄いですね。
最初は、
出。ロo
から、
Z肝のぬ
け0
58け
可O
ロか
ら始まったと思
うのです。それが最後は、専門の議論をし、演説までこなしてしまうのですから、大変な8年間だと思います。
心一
昨年になりますか、目賀田先生が留学中のことを書いた
文章が見つかりました。それを読んでいたら、夜中は勉強できないと書いてあるのです。まず思ったことは、勉強するのに、夜中勉強できないというのはどういうことだと思いました。理由が書いてありました。油代、電気代がカットされているのです。夜中に本を読むための環境を維持するには、お金が必要であり、そのお金に窮したということなのです。そのため、早朝から日が落ちるまで、明るい時間帯に
一生懸命勉強したと書かれていました。灯火をともして
書物を読むという賛沢な生活はできないという状況に置かれていたのです。切り詰めた生活のなかでの勉学です ら、身体を壊したら
終わりです。そのため、運動場を走ったり、身体の鍛錬をしたりして健康管理をしたと言われていますが、ここも重要なポイントだと思います。当時、アメリカにはいろいろな国から留学生が来ていたと 思 い ま す が 、 明 治 の 初 期 に 日 本からアメ リ カ に 留学した人 た ち は 、選ばれた人たちです。日本の国を背負って留学した人たちです。した が っ て 、 日 常 生 活 に お い て も 、 「 な ん だ 日 本 人 は 、 こ ん な も のか。
」
と言われないように、
サムライ精神を持って行動したと、目賀田先
生 は 書かれて い ま す 。 私 は 、 専修 大学の共 通 項 は
サ ム ラ イ ・
スピ
リ ッ
ツだと思っているのですが、その原点になるようなことが書かれてありました。言葉は流暢でなくとも、後ろ指を指されないように、きちんとした人間とした生き方をし、礼節を重んじることを頭におい て 留学生活を 送 っ た と 書 い て あ り ま し た 。 こ れ は 凄 い こ と で す ね 。
創立者たちは幕末の動乱を生き抜いた人たちですし、田尻先生は
柔の師範をされたこともあるそうだし、目賀回先生にしろ、相馬先生にしろ、駒井先生にしろ、強靭な精神力があることからしても、並 の 体 で は なかった と い う こ と は 想 像 で き ま す 。 し し 、 外 国 に あ っては、そもそも今の日本ほどの経済力がないでしょうから、生活が大 変 で あ っ た ろ う と 思 い ま す し 、 日 本食 に い た っ て は 手 に 入 ら なかったと思います。私は、留学中、1週間米を食べないと何となく落ち着かなかったんです。2食はパンでもいいのですが(笑)、1食は米の飯を食べたいと思って、カリフ
ォル
ニア米やイタリア米を探し
てご飯を炊きましたが、創立者たちの時代は、そういうことも夢の
no 円べU
また
夢だったと思い
ます。
また、
l年 過 ぎ る と
日本が恋し
く な る し 、
日本語が恋しくなりま
す。そのときに、今の時代であればC
Dを
持っ
て行けばいいです。
私は、
最初の留学の時はカセット
・テlプの時代でしたし、二度目
の留学の時は
CD
・プ
レイ
ヤーの時代でした。私は、
二 度目の留学
の時は、
美空ひばりのC
Dを
持って行きま
したが、夜日時すぎに研
究室から帰ってきてベッドの中で聞くのです。これが実にいいのです(笑)
。
日本語の響きが何ともいい。
小椋佳の歌詞で美空ひばり
が 歌 っ て い る
「旅ひととせ」というC
Dを
聴きながら
、こ
のまま
で
は死ねないな、
死ぬんだったら故郷の
日本だと思うのです。バッハ
やヴ
ィバルディの音楽が好きでよく聞いていたのですが、こんな心
境にはなりま
せんでした。不思議です。
今は交通機関や通信網が発達し
ていま
すから、
日本とドイツはそ
うかけ離れているようには思い
ません。私が最初に留学した時、成
田からド イ ツ の フ
ラ ン ク フ
ルトまで国
時 間かかりま
し た 。 ア ン カ レ ッ
建学の精神と大学の未来
ジ経
由でしか飛べませんでした。ソ
ビエトの上を飛ぶことは出来な
かったので、
日付変更線を越えてアラスカに向かい、アンカレッジ
に着陸し、そして北極圏をかすめてノ
ルウ
ェーの上を飛んでベルリ
ンに降り、そ
し て フ ラ ン ク フ ル
トに向かうというルlトでした。私
の上の世代は、
船 で ヨ ー ロ ッ パ に 行 っ た の で す が 、
2カ月かかった
と聞きましたので、それに比べた
ら 私 の 世 代 は 夢 の よ う な 速 さ で す
が、今は成田から
フラ ン ク フ
ルトまで直行で飛べます
し、日時間で
到着します。創立者たちの時代は、も
ちろん船で太平洋を渡ってア
メ リ カ に 行 っ た の
ですから、体力と精神力を
要しま
すね。そして、
異国では美空ひばりのC
Dも
ありま
せんし、醤油もあり
ませ
ん。醤
油 が 手 に は い る と 、
日本食を作ることもでき
ますが、
これも不可能
です。異国の地を踏むと、
だんだん日本が遠のいて行きます。体を
壊したら、そこで終わりという追い詰められた極限の中で、しかも日本を背負って勉学に没頭するというのは、並大抵の精神力ではできま
せん。創立者たちは、それをやってのけたのですが、現地でい
ろいろな人に助けられてい
ます。これは、
創立者たちに人間的な魅
力があったことによるもの
と思います。
いちばん苦学されたの
は、田尻先生だと思います。田尻先生の雅
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号は
ホ ク ラ イ で す が 、
「北一世田」
と書
きます
。
なぜ北雷にしたのかと
いうと、田尻先生の服装が汚かったことから、キタ
ナ シ に ひ っかけ
キタ
ナ リ と
変化させ、そして北雷という号になったと聞いてい
ます
( 笑 )
。 留学中は、切 り 詰 め た 大 変 な 生 活 だ っ た の だ と
推測されます。
田尻先生は、
ア メ リ カ の 現 地 の 教 会から奨学金の支給を受 け て 勉学
を継続さ れ
ました
。帰国の途に就くに際して、教会で世話になった
人 々
に感謝の意を込めた情のあるス
ピー
チ を さ れ
ていますが、ぎり
ぎ り の 生 活 の なかで
猛勉強をされました。
創立者たちは、青春をかけただけではなく、
日本の国を背負って
勉学し、外国から
日本の国の形を見つめ、そして異国において出逢
い、帰国後何をなすべきかという目的を共有することで結
ぼれてい
くのです。
(2) 
「専修学校」
創立
の背
景
専 修 大学が創立 さ れ た
明治問年は
、 私 の 専 門 分 野 で 言 え ば 、
旧刑法が制定された年です。それ以前には、ヨーロッパの近代刑法を継受した刑法典は存在しません。明治維新後、仮刑律、新律綱領などはありますが、それらはまだ清・
明律
や 藩 法 の 影 響 下 に あ り ま
した。創立
者たちがアメリカに渡ったとき、日本の法制度がどうい
う状態だったかというと、まだ法制度自体固まっていないのです。したがって、太平洋を渡り、近代法の社会に飛び込んだ時に、日本の社会構造との隔たりに驚いたと思います。創立者たちは、アメリカ滞在中にコロンビアにおいて
「日本法律
会社憲法」というものを作り、立法、法解釈、裁判など
につ
いて相
互に討議し勉学を深めようとしました。
「会社」といいますと、今
ではカンパニーを意味することになりますが、ここでの意味は、有限会社や株式会社を表しているわけではありません。近代法を勉学するためのクラブという意味合いで使われていま
す。
「日本法律ク
ラ ブ 」 と
訳せば意味が通じるでしょう。創立者たちは、明治維新前
はいわ
ば敵味方の関係にあったのですが、今やそんなことを気にし
ている場合ではないという思いにかられたのです。
我々
が勉強して
先端のものを日本に持ち帰り、それを花聞かせないことには日本の国の形が決まらないという思いがあって、この日本法律会社憲法と
い う も の を 作 っ た
のです。日本法律会社憲法の第2条には、素晴ら
しい結社の趣旨が書かれています。
それは、
「我々
同学の者が交わ
り 結 び 協 力 し あ っ て 、 法 律 の 精 理 を 講 窮 し 、 訴 訟 の 当 否 を 討 論 し て 、日本の立法にとって明らかに役立ち、裁判にとって正しく役立つかどうかを計ること」に あ る と し て い ま す 。 こ の 文 言 に は 、 留学前の柵を捨て、共に法律を勉学し、日本の立法、裁判に何が役立つかを論究しようとする姿勢があります。アメリカの法制度を単に勉学するということではなく、それが日本においてどう使えるのかという視点を持っていたことは、素晴らしいことです。この視点が、やがて 専修 大学の前身 で あ る 専修 学校 の 創 立 へ と 繋 が っ て い っ た の で す 。
か明
治日年に専修学校を創立す
る際に、
「創立主旨」が書か
れていますが、私立の専門学校を設ける必要性を説いたもので、建学の精神が明確に読み取ら
れ る 文 章
にはなっていません。しかし、
創立者たちがどういう思いで私立の高
等教育機関を設置しようとし
たのか、それを付度することはできます。創立者たちは、海外から近代国家に突入しようとしている祖国をながめ、日本の国の形の
あ
りょうを考えたのです。そして、日本にとって必要なことは、市民のレ
ベルか
ら高
等教育を行って、そして社会の屋台骨を支える有為
な 人 材 を 輩 出 す る こ と で あ る と 考 え 、 専修学 校 を 立 ち 上 げ た の で す 。創 立 者 た ち の 高
等 教 育 に
対 す る 熱 き 思 い が 、 い わ ば 建学の精 伸 に な っ
ていると言えましょう。
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創立者たちは、
選 ば れ て 留学した人たちです か
ら、帰国後は、学
校で教鞭を執っていればそれで済むというわけにもいきません。財界や官界にも身を置くことになります。相馬先生は、
横浜正金銀行
に勤務した後、馬車で神保町まで来て、夜間に授業をするということもされました。専修学校は、夜間開講の専門学校としてス
ター
ト
したのです。教鞭を執る人たちが、授業する
時聞を夜間にしか捻出
で き な か っ た と い
うこともあり、熱心な学生やスタッ
フを
集め、い
ろいろな機関を合体して、専修学校の形が出来ました。創立者たちは、帰国後、短
期 間 の う ち に 専 修学校をス タ ー
ト さ せ た の で す か ら 、
そのパワーには並々
ならぬものがあります。
建学の精神と大学の未来
ω建
学の精神については、
昭和
叩年代に検討がなされ、
「社
会 に 対 す
る報恩奉
仕」という言葉が掲げられました。専修大学の学
風としては、
「質実剛健、
誠実力
行」が校歌に歌い込まれる前から
ありましたが、建学の精神を端的に言い表す言葉が掲げられるようになったのは、
昭和
叩年代からだと
思います。
私が学生の頃は、
「社会に対する報恩奉仕」
が建学の精神だということが浸透してい
ました。
「社会に
対する報恩奉
仕」も建学の精神の一
つの切り
口で
す。もっとも、
「 社 会 に 対 す
る」
という言葉がはずれると、建学の
精神としての意味を無くしてしまいます。創立者たちが海外で勉学する際に受けた恩義や学恩に報いるため、
身に付けたものを社会に
還 元 し て い く と い う こ
とは、建学の精神を考える場合の一つのポイ
ント
であることは確かです。相馬先生や田尻先生の生きざまを見
れ
ば、まさに
ソ1
シャル
サービ
スという言葉もキーワードになりうる
と 思 い ま す 。留学中、国からの給費が打 ち 切 ら れ 、 国 か ら の 送 金 が 途 絶
えたと
き、
生きながら学問を続けることは困難極まりないことです。そ
の
時には、現
地 の 投 資 家 や 団 体 か ら 授 業
料を出してもらい、生活の
面
倒を見てもらうというような支援がないと、勉学を続行することは困難です。そもそも
日本からアメリカに渡航する時さえ、
当時とし
ては自費だけで行けるような状況にはなく、国から、藩から、縁者か ら 資 金 を
もらわなければ海を渡ることはできなかったのです。そ
ういう背景を考えるならば、
創立者たちが帰国後、学問をする機会
を与えてもらったこと、勉学環境を整えてもらったこと、先端分野の知見を修得できたことなど、
もろもろの思義に報い、修得したも
のを社会に還元して、社会に貢献しようと考えるのは自然なことです。
したがって、
「 社 会 に 対 す
る報恩
奉仕」という観点から建学の
精神を捉えることも、
一つの切り
口です。それは、これまで
初、
ω
年の問、専修大学のキーワー
ドになってきたものであり、卒業生に
も捨突されたものになっています。しかし、
「社会に対する」とい
う言葉が抜けると、建学の精神が小さくなってしまいます。
親 に 対
する孝行、もちろん大事なことには違いありませんが、
それが報恩
奉仕だと思われると、そうではないと言わなければなりません。専修大学の創立者たちが考えたことは、もう少し大きなことであ
り、
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未 来 へ の 夢 と 希 望
です
。
川町専
修大学は、幻世紀に何をなすべきか。その答えを得るた
めには、本学の創立の原点に立ち戻り、創立者たちが果たそうとしたミッションが何
であったのかということから考えなければなりま
せん。そうすると、社会に
対する報恩奉
仕という切り口より、もう
少し大きな切り口というか、より高いものを引き出してくることが出来ます。つまり、す
でに 話 し ま し た よ う に 、 高 等 教 育 に よ っ て 、
社 会 の 屋 台 骨 を 支 え
る有為な人材を市民のレ
ベルから育成し、社会
の人的基盤を構築することがミッシ
ョ ン
であり、それこそが建学の
精神の核心的な部分
であると思います。建学の精神は、時代によっ
て、その切り口が異なってもよいと思います。時代の
推 移 と
共に、
建学の雌縄 の 具 体 化 も 違 っ て く る は ず
で す 。 専修正入学の幻世組 ビ ジ ョ
ンは
「 社 会 知 性 の 開 発 」
です。このビジ
ョンは、創立の原点に立ち
戻り、創立者たちが幻世紀に生きていたら何をしようとするかを考え、建学の精神を幻世紀に具体化するとしたら、どういう形になるのかを考えて設定されたもの
です
。創
立者たちの熱き思いを幻世紀
に花聞かせることに狙いがあります。
創立者たちが専修学校を立ち上げる際に実行した
こと
で、
注目すべき点が
二つあります。一つ目は、国の力を借りずに、民間
のレ
ベル
で近代の高
等教育機関を立ち上げたこと
です
。私
学として
5) 
出 発 し た こ と は 重 要
であり、その意味を考えておかなければなりま
せん。創立者たちが、もしヨーロッパに留学をしていたなら、帰国後すぐに私学としてスタートするという乱暴なことを考えなかったかもしれません。先ほど話しましたように、ドイツは近代の大学を立ち上げるに際し、全て国立、厳密には州立にしました。大学の財政基盤を公的に確保して安定化させ、学生の授業
料 も ゼ ロ に し て 、
研究機関としての能力を高めようとしました。
これに
対して、アメ
リカは、専門の研究機関として大学院大学を立ち上
げ て 対 抗 し ま し
たが、その財政基盤は民間活力によって支えるシステムを採りました 。 大学の教育 ・
研 究 を 民 間 の 活 力 に よ っ て 支 え る こ と を 基 本 と し 、
教育・
研 究 の 促 進 を 図 っ
たの
です。創立者たちは、市
民レ
ベルにお
いて教育を行うことがどういう効果をもたらすかを実感しており、高 等
教 育 を 民 間 の 手
で行
うことに意義を見出していたの
です。しか
も、日本の魁としてスタートしたの
です
。専
修大学の教育の現場に
いる者は、市
民レ
ベル
において教育を行うことの意味を十分に理解
しておかなければなりません。
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二 つ目は、日
本語
で教育しようとした
こと
です。ここにも
大きな意味があります。皆さん、大学の専門科目の授業を日本
語で
聞くというのは、当たり前のことだし、当然だと思っている
でし
ょ
う。むしろ、外
国語
で経済学や法律学の講義が行われ、それを聞け
るという方が進んだ大学だし、国際性があると思う
でし
ょう。確か
6) 
にそうですし、今はその必要性があります
ね。しかし、明治初期の
状況は、今とは逆だったのです。法律や経済などの先端の学問をするには、英語、ドイツ語、
フランス語などによって直接学ぶしかな
かったのです。なぜ
日本語で講義できなかったかというと、専門用語それ自体が
まだ
日本語になっていないのです。これから法律を勉強する人は分
かると思いますが、
日常生
活の感覚と違う法律用語がたくさんあり
ます。たとえば、寄附行為という言葉です。寄附というと、通常はお 金 を あ げ る こ と で し
ょう。私が専修大学創立1
30年の 寄 附 を お
願 い し ま す と 言 っ た の に 対
して、卒業生がそれに応え
て 寄 附 金 を 出
してくれること、それが寄附行為です。しかし、法律用語の寄附行為は、そういう意味ではありません。法人の組織上の決まりごと、つま
り約款のことを寄附行為といいます。学校法人専修大学にも寄
附行為がありますが、
それは、専修大学の
組織の骨組みを定めた憲
法みたいなものです。
建学の精神と大学の未来
も う 一
つ、
具体例を挙げましょう。法律をよく勉強する人でも壁
にぶ
つかるのが法律行為という言葉です。初学者には抽象的で取り
付きにくい民法総則の授業に出てくる言葉です。法律行為という言葉を聞いても、最初は概念自体が分からないのです。この言葉は、翻訳した言葉が定着したものですが、ドイツ語の言語から理解していくとよく分かります。
ドイツ語では、
出R
F gm o ωSmHP
(レヒト
ゲ シ ェ
フト
)という言葉なのですが、原語の意味は権利義務を作り
出す営みということです。この原語の意味が分かれば、そんなに難しい概念ではありません
が、
翻
訳した人が法律行為と訳した
ことか
ら、
日常的な感覚とはかけ離れた概念になってしまったのです。概
念を問いただけでは中身が分からず、契約をすることも法律行為だというように、具体的なものを挙げていくことで、ようやく実体が理解できることになります。明治維新後の近代法の繁明
期に、漢学
の素養のある人たちが外国
の 法 律 用
語を
日本語に訳し
たことから、
名訳なのですが、
日 常 用 語
とかけ離れ た も の に な っ た の で す 。
漢 字自 体 も 、 当 初 は
日 本 に な く 、
奈良時代でも漢
文が読み書きできることは高い教養を身に付けてい
る こ と を 意 味 し ま し た 。
漢字を
日本語に組み入れたことは、その後
の日
本の
文化的発展にとって、画期的な
ことだと言えるでしょう。
漢 文
は、中国語そのものではありません。漢
文は、中国語のラテン
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語みたいなものです(笑)
。中国語ができるから、
漢文が読
めると
いうわけにはいきませ
ん。しかし、漢
文ができれば、中国でも韓国
でも、
漢 字
文化圏の古い書物を読むことがで
きます。
日本の古い書
物 も 漢 文 で あ る
限り、共通の土俵
の中で読むことが出来ます。まさ
に、ヨーロッパ圏のラテン語と同じ役割を果たしている
のです。欧
米 の 専 門 用
語 を
日 本 語 に 訳 す に 際 し て 、
漢学の素養 の あ る 人 た ち が 、
漢 文
の語棄を駆使して、漢字のテクニカル
ター
ムを使ったのは、漢
字 文
化圏での汎用性を考慮に入れると、それほど的が外れていた
わ
けではありません。しかし、
日常用語としての感覚か
らかけ離れた
も の に な っ た 言 葉 が
多々
あり、残念な面がありますが、日本語に訳
し確定していく作業の困難さを考えると、よく言葉の壁を乗り越えたと思います。
創立者たちは、その難解な日本語の法律用語さえ定着していない
時期に、法律や経済を日本語で講義しようとしたのです。講義をする に は 、 ま ず は 日 本語 の テ ク ニ カ ル タ ー ム を 、 原 語 を も と に 自 ら 作 っていくしかありません。困難極まる作業ですが、創立者たちは、そ
では、なぜ創立者たちは、困難な作業をやろ
れを実行したのです。う と し た の で し ょ うか。の一
体 ~
日 本語 で 教 育 を す る こ と に ど う い う 意 味 が あ る で し ょ
うか。ドイツ刑法を講義する場合には、ドイツ語で授業すればいいではないですか。イギリス刑法を講義するのであれば、英語で授業すればよいのではないですか。なぜ日本語で授業すべきだと、創立者たちは考えたのでしょうか。皆さん、どう思いますか。講義を聞いている人たちが、ドイツ語や英語が分からなかったら、教えたいことを伝えることはできませんね。伝えるためには、日本語で授業する必要がある。このことも、理由の一つでしょう。しかし、もう一つ重要な理由を、創立者たちは考えていたのです。
日
高
さっき留学生がいましたね。どこから来ましたか。中国でものを考えるときに日本語で考えますか、中国語で考えま
すか?
すか、日常生活でどうですか。
Dくん
両方とも考えます。日常用語もそうでしょうか。
両方考える。両方とも、同時に考えられたら、えらいな。
日
高
私の研究室に、博士課程に在籍している中国の留学生がいます。
日本語の専門書もよく読めま
すし、論
文も日本語で書けます。日本
に 長 ら く 滞 在 し て い ま す の で 、 会 話 も 十 分 に 出 来 ま す 。 彼 の 場 合 は 、母国語の中国語のほかに、日本語、英語、ドイツ語を使います。私は 、 日 本 語 と ド イ ツ 語 と 英 語 と 、 そ れから彼と の 関 係 で は 漢
文 で す 。
共通言語が複数ありますので、授
業 に 支 障 は あ り ま せ ん 。 昨 年 で し
たが、ドイツ語の専門書の原典を購読し、日本語に翻訳することをし て い ま し た 。 そ う し た ら 、
ド イ ツ 語 の 翻 訳 が 日 本 語 の 英 訳 調 に な っ
ていて、しかも日本人が陥りそうな変な訳
文になっているのです。
なぜ、そうなるのだろうと話してみました。おもしろいことが分かりました。ドイツ語は、中国語
に 文
の組み立てが似ているので、ド
イツ語から中国語にして、そして日本一拾にするという手間のかかる作業 を し て い る のかと思っ た の で す が 、 そ う で も あ り ま せ ん で し た 。彼が言うには、日本語の発想が抜けないのだというのです。彼は、英語を中国語にすることは困難ではないし、日本語を中国語にすることも難しくないのですが、ドイツ語は日本で習ったため、ドイツ語から英語にして日本語にし、そして中国語で考えているというのです。外国語を複数学ぶ場合には、よく使っている言葉で物事を考
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えますので、先に習った言葉が邪魔になること
は、よくある
ことで
ド イ
ツ語
は
ドイツ語で考え、
英語
は英語で考え、
日 本
語に訳すとき
は、
日 本 語 の 文 体 に 変
え て 、
日本語で考えることがで
きるようにするというの
が、
作 業
工程を簡単にする秘訣です。難し
いことですが、
ここでは
母国語の中
国語
は消えていいのです。私が
英語を聞きながら
ドイツ語で話しているとき
は、日
本語
は完
全に消
す。
しか
し、
えています。先ほどの質問の答えで
は、
両方考えるということでしたが、物事
を 考 え て い る と き に 、 日 本 語 で 考 え て い る の で し ょ うか。それ と も 、日本語で質問されたとき、
中国語に置き変えて考え、
それを日本語
で答えているのでしょうか。
日本語で直接考えた
方が、
日本的なも
の の 考 え 方 が 分かります 。 留学してみ る と 自 然 と 分かること で す が 、現地の言葉で考えないと現地の物事
の発想
は分からないことが多々
あります。同じ
こと
は、
日本語の方言でも言えます。現地の方言で考えた方
建学の精神と大学の未来
が よ く 分かる場合が あ る こ と を 、
皆 さ ん も 経 験 し て い る と 思 い ま す 。
学生の頃、私の宮崎弁
は、
日本語なのに外来語だなあという経験を
しました。
日歳で初めて東京に出てきた時、
駅で人に尋ねても通じ
ないのです。独特のアク
セン
トで「ス
ンマセ
1ン。
トウキョ!エキ
ド ゲ ン シ
ティ
クッ
ト デ
スカ
。 」と
訪ねても、分かって
もら え な い の で す 。 皆 さ ん 、 聞 い て 分かりますか。分かりません ね 。そういう尋ね方
は、東
京で
は外来語なんです(笑)
。宮
崎弁に
は、
ンイク
ニャ、
「ヨダキl」
とか「ノ
サン」
という言葉がありますが、
それを標準
語に翻訳するの
は実に難しいです。しんどいとか、かったるいと
か
という意味ですが、
言葉の持つ情感を
翻訳するの
は困難です。
「ム
ゾナ
ギ イ 」
という言葉もそうです。標準語で言うと
「かわいそ
う」
という言葉に当たりますが、
「か
わいそう」より
は、も
うちょっと
心情的に哀れみがのある表現です。これらの言葉
は、
宮崎人の心情
が入り込んでいる言葉なの
で、現地の生
活で
は切り
離せない言葉で
すが、標準語に直すと、
その心情が脱落してしまいま
す 。
私は、東
京で外来語で生活していましたからよく分かるんですが
(笑)
、外
国へ行くと、よけいそういうそう場面に出会います。道を歩いていて 、 雨水 が た ま っ て い る 所 に 車 が つ っ こ ん で 来 て 、
溜 ま り 水 を
ピシ
ャ
ン と
はねます。長く
ド イ ツ に 滞 在 し て い る と 、
ピシ
ャ ン と い う 言 葉
のド
イツ語
はすぐ出てくるのですが、
日本語で出なくなるんです。
d斗4
そうした状態になっていると、
ドイツ語による発想ができるんです
が(笑)
、「あ
れ日本語で何と言ったかな」
ということになり、しば
ら く 時 間 がかかるの
です 。 物 事 を
ド イ ツ 語 で しか考えて い な いから、
そうなりま
す。言葉
は、人
間
の行動を規定するのです。人間の行動
を規定するだ
けで
はな
く、人
間の思考過程も規定します。言葉が人
間の行動だけでなく、考えのプロ
セス
をも規定するという
こ と
は、
言 葉
は、
人間の価値規範や規範意識に
深く関わるということを意味
し ま
す。
明 治 維 新 に よ っ て
日本の国の形が大きく変わり、近代国家
に移行しようとする時に、それまでの価値体系が崩れました。新しい欧米のものの考え方を基本にして、法制度や経済制度を構築しよう と し ま し た 。
日本人は器用ですから、枠組みとしての制度はすぐ
に立ち上げることができます。しかし、制度自体は器用に作ったとし て も 、 問 題 は 、 そ の 制 度
を 動かす人の も の の 考 え方です。 そ し て 、
ものの考え方を規定する言葉が重要です。物事を深く考える場合、一 番 得 意 な 言 葉 で 思 索 す る の が 普 通 で す し 、 自 由 な 発 想 が で き ま す 。そ し て 、 当 地 の 風 土 や 価 値 観 を 反 映 す る 言 葉 で 考 え る こ と に よ っ て 、制度に人情を吹き込んだり、温かみを持たせたり、ふくらみを持たせたりすることができます。したがって、近代国家に移行しようとしている
日本の社会において新しい価値体系を樹立し、価値観の転
換を行うためには、
日本語で教育し、法律や経済のものの考え方を
日本語でなしうる人材を育成しなければならないのです。そうしないと、制度を自ら組み替えていくができず、
日 本 文 化
の根底に流れ
る心情価値を形にすることが出来なくなってしまいます。先端の学聞を
日本語で教育することによって、新たな価値体系や規範意識を
培っていこうという強い思いが、創立者たちにはあったのです。創立者たちが海外から日本をながめなかったら、この発想は出て来なかっただろうと思います。
日本の中にいて欧米の制度を外国語で学
んでいたら、この逆転の発想は浮かばなかったでしょう。学んだ英語やドイツ語で欧米の制度を教える方が楽ですから、
むしろ日本語
8) 
が邪魔ということになるでしょうから。ドイツの
ハレ 大学で約1
カ月半の短
期 間 で 1 ゼ メ ス タ
l分
の授業
を集中的に行ったことがあります。最初は半年で授業を終わる予定でいたのですが、司法試験の関係もあってそんなに長く海外にいるのは難しいということもあり、短期集中授業を行うことになってしまいました。飛行機の中で講義用のシラパスを書き、到着した次の日から毎
日講義をするというスケジュールでしたが、面白い経験で
した。授業の最初のうちは、ともかく教壇に立って浮かんできた考えを、もちろんドイツ語で考えていますが、ブロ
lク
ンなドイツ語
で話しているのです。しかし、聞いている学生には、話の趣旨がきちんと伝わっているのです。というのは、刑法のテクニ
カル
ターム
がドイツと
日本では同じなので、理論の組み立てに使っている概念
にブレがなく、話の道筋に混乱を来していないから
です。少々荒っ
ぽい話し方をしても、議論が噛み合いますし、
日本刑法をドイツ語
で講義しても楽に話ができるのです。
日本の刑法がドイツ刑法を継受してからもう100年以上の歳月
が流れ、
日 本 語 に し た テ ク ニ
カルタームもすっかり捨笑されていま
すし、原語がどんなもので、
日本ではどう変容しているかも研究者
は熟 知 し て い ま す の で 、 今 話 し た こ と は 、 当 然 と 言 え ば 当 然 の こ とです。しかし、時聞を明治初期に戻し、ドイツ刑
法を
日本語で講義
しなさいということになりますと、これはしんどいこと
です。
日 本
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語で講義するとしても、タlト
ベ シ ュ タ ン ト は タ
lト
ベ シ ュ タ ン ト
な ん で す ね 。 今 笑 っ て
いる人は、刑法をかなり勉強している人です
タlトベシ
ュタン卜(寸主宮
ω S E
)は
構成要件と訳
ね。
A つ
で
は、
しますし、その概念も定着していますが、
明治初期には、その言葉
を日本語にどう訳すかということ自体が問題なのです。
建学の精神と大学の未来
日本の近代法の繁明期にあって、創立者たちは、
専 門 用 語
を 日 本 語 に し 、 そ し て 日 本 語 で 授 業 す る と い う 苦 労 を 背 負 い な が ら 、日本の新しい価値観や価値意識を築いていこうとした
の で す 。
日本
の社会の屋台骨を支える者は、しっかりとした価値観と価値意識を持っていなければならないし、自分の頭でものを考える知力も持たなければならないという熱き思いがあって、
専門分野を日本語で教
育するということを始めたのです。
このことは、創立時の特色とし
て注目される点です。創立者たちは、ひ
とえに日本の社会の屋台骨
を支える有為な人材を育成しようと思ったからこそ、困難極まる教育方法を取り、しかも寸暇を惜しんで夜の時間帯を捻出し、授業を始 め た の で す 。 こ の こ と を 、 専 修 大学で勉学する者、 教 育 す る 者 は 、心 し て おかなけれ ば な り ま せ ん 。 単 に 自 分 の 好 き な 分 野 を 勉 強 す る 、自分の得意な専門領域の研究をするというだけで
なく、さらに、専
修 大学で勉学しているから
には、創立者たちの思いを背負っている
という意識を持たなければならないのです。何のために勉学をするのかとい う 間 い に 対 し
て 、 自 分 の 専 門 の 分 野 を 勉 強 す る こ と に よ り 、
あるいは自分の得意とするものを確たるものとすることにより、社
9) 
会に出て活躍できるようにするという返答は当然なことですけれ
ど
も、さらに、その
活躍は何のためにするのかという聞いに答えな
け
ればなりません。その際、
我 々
は社会の屋台骨を支えるのだ、そ
の
ために専修大学で勉強したんだという意識を卒業生が持ってい
る な
らば、創立
者たちの熱き思いが繋がっていることになるのです。
し た が っ て 、 本学の教育 の 理 念 と し て は 、 こ れ ま で 述 べ た よ う に 、社会の屋台骨を支える有為な人材を育成するというところに集約できますし、その教育の
理念が花開くか否かは、卒業生がいかに社会
に貢献するかにかかっていま
す。このことは、いつの時代において
も共通項となりうるものです。時代によって実現の仕方は異なるでしよ
うが、本学の果たすべきミッションに変わらないと思います。
本学は、現在、
幻世
紀ビ
ジョンとして
「社会知性の開発」を掲げて
いますが、
幻世紀には、建学の精神から、
また別な切り口が出され
る だ ろ う と 思 い ま
す。
100年先のビジョンまで見通すことは無理
が あ るかもしれ ま せ ん が 、 少 な く と も 今 の
時 代 に
「 社 会 知 性
の 開 発 」
大学を目指すことは
、建
学の精神に立ち返って考えてみて
も、正鵠
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を射たものだと考えております。
1) 
(3) 
専修大学
の歴
史に
おける三
つ
の節
目
続いて、創立後の歩みについて、話を
したいと思います。
専修大学の歴史をざつくり切りますと、節目が三つあります。創立者たちが留学から帰国して
「専修学校」を創立し、明治日年に私学
と し て の 高等 教 育 を 始 め た の が 一 つ 自 の 節目です
。二
つ 自 の 節目は、
大正時代にあり
ます。
「専修学校」は、
専門学校令によって認可さ
れ た 高
等 教 育 機 関 で し た が 、
大 正 時 代 に 大学
令によ る 高
等 教 育機 関 、
つまり
旧制大学へ昇格しました。専修学校は、
大正9年に昇格の申
請をし、
大正日年に大学令による大学として-認可さ
れ、
「専修大学」
となりました。専門学校から旧
制の大学へと移行しました。
三つ自
の節目は、
旧制大学から新制大学に移行する時で
す。第
二次世界大
戦後、
東京は焼け野原でした。焼け野原の中に神田旧1号館だけが
残っているという状況で、
旧制大学から新制大学に移行しなければ
なりませんでした。以上の三つが、
専修大学の節目です。いずれの
節目も、
困難を極めた時期であります。一つ目の節目については、
すでに話をしましたので、
ここでは、
二つ目の節目から話しを進め
ることにします。
m専
修学校は、
創立後、
五大法律学
校(専修 、
明治、
法政、
早 稲 田 、
中央
)の一つとして活躍しました。専修学校の法律科で勉
学し、
卒業すれば、
裁判官に任官し、
弁護士になることができまし
た。法律関係の専門教育を行うということでは、
トップリーダーで
した。ちなみに、
明治幻年に、
日本で初めて5人の法学博士が誕生
するのですが、
田尻稲次郎先生はその中の一人です。また、
経済科
も私学の一番バッターとして、
経済関係の高
等教育を引っ張ってい
く牽引車の役割を果たしました。しかし、
その後、
法律科は、
任官
す る 制 度 が 変 わ っ た こ と も あ り 、
苦 戦 を 強 い ら れ ま し た 。 明 治 期 は 、
手作りの教育であり、
数の上ではそんなに多くありませんが、
社会
に有為な人材を輩出し、
かつ日本の各地から優秀な人材を集めて教
育し、
地方へと送りだしています。
大正期になりますと、
先ほど話しましたように、
旧制大学への昇
格が問題になりました。専修学校は、
五大法律学校の中で最初に認
可を受けた一番バッターなのですが、
大学令による大学に昇格する
時は、
五大
法律学校の中ではいちばん最後です。なぜそういう結果
になったのだろうかと、
私なりに考えました。社会の骨格となる人
材を育てようとするのであれば、
大学令による大学に昇格するのが
当たり前ではないか、
なぜ率先して昇格しなかったのだろうか。学
生も昇格運動を起こしています。創立者たちは、
何をためらったの
か、
その理由は今では聞く術がありませんが、
おそらく次のような
思いでは なかったかと
推測します。
創 立 者 た ち が 専 修学校を立ち上
げた時、
国の力を借りずに、
市民レ
ベルでの教育を行うという意識
が強かったので、
独立独歩の精神で、
ぎりぎりの所まで頑張ろうと
したのではないかと思います。実
際、
早く昇格申請をした大学は、
多額の助成金を取得しています。五
大法律学校の中で最後の申請と
なった専修大学は、
助成金はゼロなのです。助成金ゼロで旧制大学
に移行しようとするのですから、
まさに武士の痩せ我慢だと思いま
すが(笑)
、
その辺が筋が一本通っています。
専修学校を民間の手
で立ち上げたという思いをぎりぎり通したけれど
も、
専門学校から
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大学へ昇格したいという学生の強い要望に押さ
れて、大正9年に認
可申請をし、大正
日 年 に 認
可されて
旧制大学に昇格しました。
ところが、そのl年後の
大正ロ年
9月に、
関東大震災が起こりま
す。神田校舎の建物は、
図書館の壁だけを残して全て崩壊してしま
います。創立加
周 年 の 記 念 の 校 舎 も
焼け、
創立者たちが持ち帰った
蔵書もすべて灰になってしまいました。大学令による大学に昇格するために充実した施
設も、時間を
おくことなく全てゼロの状態にな
るのですが、そこから立ち上がるのですから、わが大学の底力には秘 め た る パ
ワー
があります。学生は、崩壊した校舎の煉瓦を拾い、
創 立 者 た ち は 運 営 資
金を調達し、大学の営みを止めることなく、大
学の機能を修復したのです。そして、創立者たちも年齢を重ねていますので、関東大震災の前後に、神のみぞ知る死期を迎えます。田尻先生は大
正ロ
年
8月に、
相 馬 先 生 は 大 正 日
年1月に、
目賀田先生は大正日年
9月に、相前後
し て こ の 世 を 去 ら れ ま す 。 こ の 大 変 な 時 期
に 、 阪 谷 芳 郎 ( 1
8631
19
41
)先生が第2代学長に就任されていますが、それは大正日
年2月のことでした。創立者である初代学長の相馬先生から阪谷先生に大学の棒が繋がれ、
苦難の時代を乗り切る体制が整えられるの
で す 。阪谷先生が第2代学長になられたのには、深い因縁があるように
思います。神田校舎は、古本街が庭みたいな場所にありますので、古本屋で阪谷先生の伝記(
『阪谷芳郎偉』
昭和
お年)
を見つけ、必
ず専修大学のことが書いてあると思って手に入れて来ました。
そ れ
を 読 ん で い ま す と 、 専 修 大学の創立 者 と 様 々
な 繋 が り が あ り ま し た
。
これも偶然なのですが、理事長室に持って帰ってテーブ
ルの
上で
ポ
ンと広げたところ、読みなさいと言わんばかりに、専修大学のこ
と
が書いてあ る
ページ(634頁)
なのです。そして、
「大正ロ年は、
専修大学にとっては厄年であった」という文章が目に飛び込んできました。その時、私も厄年かなと思うほど、難しい問題をいくつも処理している最中だったので、厄年と文字に目がいったのかもしれません。創立者たちが相次いでこの世を去り、関東大震災で校舎は崩壊しているという、専修大学の厄年の時に、阪谷先生は大学の棒を受け取り、
V字回復に向けて尽力されたのです。田尻先生は東大
に出向いて講義もされましたが
、阪
谷先生は、その講義を聞いて薫
陶を受け、卒業後は大蔵官僚の道に進んでいます(その後、大蔵大臣、東京市長、貴族院議員を
務められました)
。田尻先生は、大蔵
省、
会計
検査院などに関係が深く、財
界にも強い影響力を持たれて
いました。田尻先生と渋沢栄一との接点もあり、阪谷先生の奥様は渋沢
栄一のお嬢さんです。また、相馬先生も横浜正金銀行を動かさ
れた方ですから、当然横の関係が深いと言えます。田尻先生や相馬先生がまだ元気であられた時に、すでに阪谷先生は専修大学の教壇に立たれています。このような背景を考えると、創立者たちの思いが直接伝わっている阪谷先生に棒を渡し、専修玉入学の行く末を委ねられたのは、自然なことだと思います。
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そしてもう一つ、おもしろいこと話をしましょう。去年、専修大学の職員の方が田尻先生の揮官宅の額を発見しました。
なんとリ
サイ
クル
ショップで見つけ，、危
うくどこかにうち捨てられたかもしれな
い状況から救い出したのです(笑)
。買
い求めた発見物を、すぐに
大学に寄贈してくれました。
揮一暑の額に何と書いであった
か。
「士
魂商才」と書いてありました。落款が3個押しであって、田尻先生の 雅 号 で あ る
「 北 雷 」 が あ り 、
田尻先生の真筆でした。その揮事は、
表装をやり直し、今は理事長室にかけてありま
す。田尻先生の
「 士
魂商才」の思いを忘れるべきではないと思い、私の持っている薩摩捺えの鞘とともに、揮事の額をことある毎に眺めていま
す。
「士魂
商才」という言葉は、和魂洋才という言葉をもとに渋沢栄一が作ったのではないかと言われてい
ます。渋沢栄一は、明治期の日本の商
人が外国と取引をするときに、精神性や品格に欠けるというので、武士の
スピ
リッツ
を以て商売をやらなければいけないと考え、官界
から実業界に身を投じた人ですので、
「士魂商才」という言葉を言
うにはぴ
ったりの人物です。その言葉を田尻先生が揮官宅に残されて
いるのは、言葉の意味だけでなく、人間的な繋がりまで示されたように、私には思えました。阪 谷 先 生 の 奥 様 は 渋 沢 栄 一 の お 嬢 さ ん で あ り 、 阪 谷 先 生 の 父 上 は 、岡山の儒学者である阪谷
朗麗(
サカタニ・
ロ ウ
口、1822118
81)
です。阪谷朗麗と渋沢栄一
は、一橋家の関係で密接な繋がり
があります。そういうことから、渋沢
栄一、田尻稲次郎、阪谷芳郎
の三人の聞には人的な繋がりを見出すことができます。阪谷先生の伝記を読んでいると、大正時代に質実剛健、誠実力行が専修玉入学の学風として定着していると書かれていますが、阪谷朗塵の漢 の素養が阪谷学長に惨み出ていたのかもしれません。このような人的な繋がりの中で、第2代学長の阪谷先生は、窮
地
に陥った専修大学の財政をも支え、昭和3年には、私の世代も
勉学
した神田校舎の
旧1号館を建設され
て、大学の再建を果たさ
れまし
た 。
旧1 号 館 の 建 設
予 算 は 、 当 時
のお金でお
万 円 だ っ た そ う で す が 、
全部借金だったそうです(笑)
。阪
谷先生の尽力がなければ、借金
もできなかったでし
ょう。
旧1号館は、第二次世界大戦での戦災に
も耐え、神田校舎の高層棟が立つまで、神田校舎の重みのある建物でした。高
等 教 育 を 民 間 の
レベ
ルで維持していくことは簡単なこと
ではありませんが、これまで専修大学に関与してき
た人々
は、これ
を続けようとして尽力しています。そして、その姿を見た学生は、感動し共鳴し、肌で専修大学のミッションが何であるのかを感じ取り、それを次の世代に伝えてきたの
です。そして、学風は脈々
と 皆
さんの中に染み込むことになります。それが伝統というものです。
nu 
しかしその後、第二
次世界大戦が近づくと、また
ピン
チが
来ます。どこの大学でも学徒出陣となります。今度は、大学から学生が消えるという大変な
ピン
チになります。校舎ではなく、学生が
消えていくのです。これは、大学にとっては致命傷です。しかし、
3) 
建学の精神と大学の未来
学生はぎりぎりのところまで、
勉学する
ことを忘れてはいなかった
ということが、戦地に行った学生の手記や、神宮外苑の学徒出陣式で専修大学の校旗を握って行進した卒業生の述懐などを読むと、よく分かります。明日は戦地に
行って消えるかもしれないが、今ここ
で シ ェ
イクスピ
ア を 読 ん で お き た い 、
あるいは古文を読んでおきた
いというような、純粋
で知的な喜びを与えてくれるところが大学だ
という認識を持って、ぎりぎりのところまで勉学に勤しんで学窓を出て行ったのです。こういう学生がいたのです。それだから
こそ、
戦後、復員し
て来た学生たち
が、焼け野
が原にぽつんと立っている
旧l
号 館 に 集 ま り 、 大学を建て 直 そ う と し 頑 張 る の で す 。 図 書 館 は 、
これで二度焼けたことになります。大学にとって、図書館を失うことは大きな損失です。しかも、
焼け野が原から、今度は新制大学に
移行しなければならないのです。新制大学に移
行するためには、校
舎を建て直すだけでは足りず、校地の拡張が必要でした。そこで、生田の山の日本電気の工
場跡地を購入し、生田
校 舎 を 開 く 決 意 が な
されます。問題は、
生 田 校 舎 を 開 く た め の 資 金 を ど う や っ て
確保す
るかです。卒業生たちが、大学再建のために、創立者の薫陶を受けた今村力三郎先生を総長にかつぎ出し、募金を募るなどして、もろもろの支援活動を行います。その時、今村先生は老齢でありましたが、伊豆
の別荘だけでなく、杉並の邸宅
を も 大学に寄附され、
ご 自
身は神田校舎に寝起きをされて、大学再建の陣頭指揮を執られました 。 母 校 の た め に 身 を 投 げ 打
っ て 、 無 償 の 奉 仕 に 徹 す る と い う の は 、
誰でも出来ることではありません。今村先生がどういう人なのか、皆さんは、まだよく知らないかもしれません。しかし、歴史の教科書に出てくる、大逆
事 件
とか、血盟
団事件とか、五・
一 五 事 件 と
か
いう言葉は聞いたことがあるでしょう。それらの著名な
刑 事 事 件
の
弁 護 を数多く手がけら れ た 、
在 野 法 曹 の 第 一 人 者 で し
た。戦後、最
高裁判所がスタートする際に、その裁判官を選考するメンバーの一人でもありました。今村先生の言葉のなかで、
私が好きな言葉は、
「弁護人は、負ける
べき事件は負けなければならない」というもの
です。勝
っ てはいけないというのは、弁護人としては大変難しいこ
とですが、正義の貫徹という観点からは、芯の通った、意味深い言葉です。弁護人は被告人のためにベストを尽くさなければならないが、
法律家として守るべき一線は守らなければならない。
法律の精
神を忘れてはならないというところが現れてい
て、好きなんです。
その今村先生は、自分の財産を全て処分して大学に寄附され、大学再建の指揮を執りながら神田校舎で亡くなられました。専修大学の存続のために、身命を賭して力を尽くされました。このような人々の尽力の積み重ねによって、専修大学の今日があるのです。
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1) 
(4) 
伝統から
醸し出
される
専
修ス
ピリ
ッツ
今村先生は、創立者たちの背中というか、後ろ姿を見なが
ら育った世代です。
今村先生は、学聞
が何であるかということを、
言葉ではなくて、創立者たちの生きざまによって学び取った一人だ
と思います。4人の創立者、二つ目の節目
の第2
代阪谷芳郎学長、
そして三つ目の節目の今村力三郎総長、これらの
方々
の名前は、皆
さん、卒業するまでに
頭に焼き付けてください。
思 い を 同 じ く す る 人 脈 が 繋 が っ て い る と い う の が 伝 統 の 強 さ で す 。しかし、専修大学はミッション系、宗教系の大学とは異なり、財政的に強固な基盤が確立しているわけではありません。尊い浄財があるわけではありません。学生の授業料と卒業生および関係者の寄附によって、基本的に動かしている大学です。専修大
学は
オーナー大
学ではないので、ある意味ではどうにでも変容しうる大学ですが、外してはいけない一点があります。この一点は、専修大学の歴史の中で堅持されて来ています。すなわち、大学は何のためにあるのかという大学の核となる部分、そして何のために私学で立ち上げ、何を ミ ッ シ ョ ン と し て い る のかという こ とから、引 き 出 さ れ た も の は 、専修大学の正中線となるものであり、崩してはならないことです。
したがって、専修大学の歴史の中から読みとられる建学の
精神の重要な部分は、繰り返しますが、社会の屋台骨を支える有為な人材を育成すること、しかも人間性豊かな倫理観のある人聞を育てることにあります。専修大学の節目、節目において大学を支え、社会に貢献した
人々
には、素晴らしい人間性と確りした倫理観があ
ります。しかも、自分の果たすべき役割を果たしたら、静かに消える 。 こ の 美 観 が 、 専 修大学は地 味 で は な いかと言 わ れ る と こ ろ で し ょ
2) 
う(笑)、私は好きです。私の価値観でも、そうありたいと思います。
一 昨 年
になりますか、
『〉
間同〉』
で専修大学の記事を連載しま
したが、その時に卒業生の3人の女性と座談会をしました。男臭い大学だと言われるから、女子の卒業生を呼んだのではないかという見方をする人もいましたが、そうではありません。最近では、専修大学においても、女子
学生の割合が
ω%
を越え、増加傾向にあるわ
けですから、昔のような男臭いという印象は、キャンパスには漂っていないと思います。それはさておき、座談会の後の印象は、どの卒業生も筋が一本通っていました。自分の考え方を持っていて、芯があり、しかもすばらしい仕事をしていました。座談会を聞いていた雑誌のライターの方が付けたタイトルは
「サ
ムライ精神」でした
(笑)。私としては、
サムライに男も女もないと思っていますので
( 笑 ) 、 そ れ で よ
いと思いました。むしろ、学外の第三者がそう感じ
た と い う こ と に 意 味 が あ る と 思 い ま し た 。 反 復
し て 教 え て 出来上 が っ
たというものではなく、自然と醸し出されるものに共通項があるというのが伝統の重さでしょう。創立者たちが持っていた
サム
ライ
・
スピ
リッツを受け継ぐのに、男も女もないのです。
そして、大学が
ピン
チのとき、建学の精神を維持する人材が必ず
どこかにいるという、人の層の厚さが、130年の歴史を持つ専修大学の凄さだと思います。皆さん、専修大学で勉学することに自信と誇りを持ってください。専修大学は、大学の核になる部分を見失うことなく、近代の大学システムをいち早く導入し、130年の長
き に わ た っ て 高
等 教 育 を 行 っ て き ま し た 。 創 立 者 た ち は 、
サムラ
イ・
スピ
リッツを
持 っ て い ま し た の で 、 利 害 、 打 算 で 動かないこ とから、
厳しい状況にも遭遇しましたが、
濠 と し た 大学の姿勢を保って き ま
した。そのような学風の下で皆さんは勉学しているのですから、必ずや人生の生き方も濠としてくるものと期待しています。
5 
大学
の未
来と
「社会知性
の開
発」
1) 
(1) 
建学の精神と大学の未来
ユニバ
ー
サル
教
育の段
階におけ
る大
学教育
のあ
り方
最後に、大学の未来と
幻世
紀のビ
ジョ
ンで あ る
「社会知性
の開発」との関係を話しておきた
いと思います。大学は、どこに行
こ う と し て い る のか、
m世紀には、
はたして存在するのだろうか。
こう い う 間 い が 出 さ れ て も 、 そ ん な に 不 思 議 で は な い と 思 う ぐ ら い 、昨今の大学の置かれた状況には厳しいものがあります。大学のありょうが、
明治期から今
日まで眺めると、
徐々
に変わっ
てきています。明治期に専修学校に入学した人たちは、地方から来たトップの人材であり、東京にいる逸材でありました。学生数も少なく、少人数の教育によって鍛えられました。つまり、エリート教育を施しても、耐えられる人材でありました。
逆に言えば、ちょっ
と教育をすれば、
日本の社会を十分に支えることのできる人材であ
りました。この状況は、大
正期から昭和初期までは変わらなかった
と言ってよいでしょう。それから大学の状況は、
エリート教育の段
階からマスプロ教育の段階
へ徐々
に 移 っ て い き ま
す。昭和日年頃に
なりますと、凶歳人口の
却%
から
叩%を越える人たちが大学に
進学
するようになりますが、この頃から
マスプロ教育の段階において
大
学教育はどうあるべきかが真剣に議論されるようになりました。そして今、皆さんの年代で
は、凶歳人口の印
%が大学に進学してき
で
います。この段階を
ユニ
バー
サル教育の段階と言いますが、こ
の段
階では、新たな教育方法が求められ、大学のあり方を問い直すべく大学改革がなされようとしています。
大学に進学する若者が増えてきたということは、決してマ
イナ
ス で は あ り ま せ
ん。
日歳
人 口 の
印%を越え、さら
に は
ω%近く
ま で 進学率が伸びると
いうことに、疑問を呈する人もいます。そん
2) 
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な に た く さ ん の 人 た ち が 大学に行っ て ど う す る の だ と い う 意 見 で す 。しかし、私は、多くの若
者に高
等教育を受ける機会が与えられると
いうことは、よいことだし、社会の知識基盤を
整 備 す る 上 で 意 味 の
あることだと思っています。問題は、教育のやり方にあるのです。ドイツではマイスタl制度があり、職業教育に伝統があります。しかも、わりと早い年齢でギ
ムナ
ジウ
ムから大学へ進む道と、実業
教育の学校のルlトを進む道とを振り分けてきました。そのドイツで も 、
ユニ バ ー
サル教育の段階に入ろうとしています。アメリカの
場合は、すでに
ユニ
バー
サル教育の段階に入っています。アメリカ
の場合は、実験的なことを許容する社会ですから、大学教育
につい
ても教育改革の先例を豊富に持っています。大学における授業評価や教員評価、さらには教育実績に応じた教員の処遇
な ど 、 今 日 本 で
問 題 に な っ て い る こ と は 、 す で に ア メ リ カ で は 実 施 済 み の も の で す 。
先ほど、私の学生の頃は、教授する方も教授される方も大らかで
あったという話をしました。教授は自分の研究すべきものを持ち、学生は学ぶべきもの、教わるものを自ら選択し、相互に何が大切なのかを理解をしていたので、大らかでいられたのですが、今は状況が違います。かりに、あの
昭和幼年代の授
業 を 再 現 し た ら 、 授 業 評
価 で パ ッ テ ン の 付 く 授業 は 何 % ぐ ら い で し ょ うか。かなり 多 い で し ょうね(笑
)。本学は、私学でありますから、大学を運営する費用の
大半は、皆さんの授業料によって賄われています。契約の社会ということで割り切れるわけではありませんが、大学で勉強したいという学生の思いを実現させる義務を、大学は負っています。入学試験では高校までの学力を測ることになっていますが、どう
いう素質をもっているかは判別できません。入学時の学力も大切です が 、 実 は 伸 び る 可 能 性 を 秘 め た 素 質 の方が重要 で す 。 こ の こ と は 、偏差値の問題ではありません。入学試験の時の成績の物差しと、大学に入ってから専門教育で伸びる物差しとは、違うと言わなければなりません。極端な場合は、入試のときの物差しではぎりぎりセーフだったけれど、大学の専門教育で急激に伸びたという学生もいれば、逆に、入試の成績では優秀だったけれども、専門教育では低空飛行だったという学生もいます。物差しにギャッ
プが
あるのです。
違うことを分かって壇上に立って授業しているのですが、どうやって 皆 さ ん の 偏 差 値 の 呪 縛 を 解 くかは、導 入 教 育 の 悩 み で も あ り ま す 。専修大学では、いったん本学の学生として引き受けた以上は、皆さんの大学に
対
する思いを実現させようと、教育方法の工夫を検討し
てきました。
ユ ニ
バーサ
ル教育の段階に入った現在では、逆に様々
な試みをなしうる好機だと思います。このことは、けっして学生の要望に沿って易きに流れるということではありません。むしろ、学生は、目的意識をち
ゃんと持って、自己実現のために、高みをめざ
して努力することが必要です。
1 9
80年にドイツに留学していた時、法学部のいろいろ
な授業は聞きました。ドイツでは、どのような授業のやり方をしてい るか興味が あ り ま し た 。 お も し ろ い 授業 も た く さ ん 経験 し ま し た 。ド イ ツ の 法学部には、卒業はあ り ま せ ん 。 法 曹 資 格 を 取 得 す る 国 家試験に受からない限り、卒業はないんです。それも、2回試験を受け て 合 格 で き なかったら、受験 資 格 を 喪 失 し ま す の で 、 他
の学部に
転部するしかありません。法曹を養成するというのが法学部の教育ですから、授業を受けている人も真剣です。将来の生活がか
かって
いるのです。
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3) 
講義は、大教室で行われる場合もあれば、小教室で行われる場合もありますが、授業内容によって使い分けられていました。たとえば 、 刑 法 総 論 の 講 義 な ど は 大 教 室 で 授 業 が 行 わ れ ま す 。 階 段 教 室 で 、
300人から
400人を収容し、満席の状態で授業がなされるので
す が 、
授業中にうるさいということは全くありませんでした。犬も
一 緒 に 座 っ て は 授 業 を 聞 い て い ま し た 。
(笑)
。もちろん、犬を連れ
てきた学生の横に座っているのですが、静かにしているので、その光 景 を 見 た 私 に は 聞 い て
いるように見えるのです。犬が好きな私に
と っ て は 、 ほ ほ え ま し い 光 景 な の で す が 、
さ す が に
文 化 の 違 い に び っ
くりしまし
た 。
ドイツでは、犬は公共の場に連れて行っても絶
対 に
暴れない、うるさい声を発しないように蟻けられていますので、パスにも飼主と一緒に乗ってきます。したがって、授業を聞くのは当たり前なのでしょうが、不思議な大学だと思いました。そして、学生食堂、
メンザと言いますが、そこに行きますと、赤
ちゃ
んを抱えて座っていた女子学生がメンザ
に 入 っ た 男 子学生に対
して 、
「次の時間は講義に出るから、子供の面倒をみて。
」 と 言 っ て
赤 ち
ゃんを渡して、授業に出ていく光景を何回か見ました。国家試
験 に 合 格 す る 平 均 年
齢が幻、
お歳
なので、それほど不思議なことで
はないのですが、最初にこの光景を見たときには、ドイツは進んでいるなあと、これまたびっくりしました。こんな光景があっても、
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びっくりしなくてもよいのは、大学の出口がしっかりしていて、何のため
に勉学しているのかが明確になっているので、学生が目的意
識をち
ゃんと持って、自分の人生設計を
描いた上で生活してい
るか
らです。したがって、授業がうるさいとか、勉強の仕方がなっていないとか、そういうことを言う必要がないのです。
むしろ、事案の解き方とか、
法律
文書の書き方とか、
判決
文を
書
くときには接続法の2式を使って書かなければならないとか
いうよ
うな技術的な
文章作法まで、
教育することが要求されていました
。
そういう授業は、講義が終わった後に、
助手
がmlm人
教 室 で
特訓
するというシステムになっていました。日本の法学部での教育と
は
日本の法学教育は一体何を狙っている
違ったシステムを垣間見て、のだろうと、考えざるをえませんでした。そういう経験をしてから、
凶年後の
1990年に、再びドイツの
ト リ 1 ア に 行 き ま し た 。 同 じ よ う に 法学部の授 業 を 聞 い て み ま し た 。校舎は、郊外に移転し、新しくなっていましたが、大学の機能は以前と同じでした。刑法総論の講義に行ってみる
と 、
400人ぐらい
のl年生が教室に集まり、満席の状態でした。今度は、以前とは反対の驚きでした。階段教室での授業中に、なんと紙飛行機が飛んだのです。紙飛行機を飛ばしたのは、
いたずらなのか、学生同士の連
絡なのかは分かりませんが、見たことのない、経験したことのな
い
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光景でした。しかも、授業を受けている学
生がざわざわしているの
で す 。
こ れ
は、
一体どういうことになったのかと、唖然としてしま
いました。刑法総論の授業で紙飛行機が飛ぶというのは、私の授業でも経験したことがありません。それが起きている。
ドイツの場合、高校か
ら大学に進む
ため
には、
アビ
ト
ゥア
(〉EE
円、大学入学資
格)
の
試験に合格していれば、基本的にはどこにでも行けます。し
かし、
医学部の場合は例外で、希望者が多い場合には、入学許可数との関係で、成績によっては待たなければならない場合があります。成績が基準に達していても、112年待つことがあります。法学部の場合には、入学許可数を設けていないことが多いのです。紙飛行機が飛 ん だ 年 、 ト リ l
ア大学法学部の 場 合 、 入 学許 可
数を設 け て い なかっ
た の で 、 希
望 者 を 全 員 迎
え 入 れ ま し た が 、 大 教 室 も 溢 れ る 状態 に な っ
たのでした。この危
機的な状況に遭遇して、翌年
から入学許可数が
設定 さ れ 、 元 の 正 常 な 状 態 に 戻 り ま し た 。 こ の方法は 、 考 え方によ っては、荒っぽいやり方です。大学が州立であり、学生は授業料を払うわけではありませんので、入学許
可数を設け
て入
口を 制 限 す る こ
とができる社会ですが、私立の場合には、そう簡単な問題ではありません。専修大学で、授業で紙飛行機が飛んだというので、次の年の入学定員を半分にしますということは、できない相談です。あるいは、受け入れた後、授業についていけないというので、半分落第させますか。落第した人は、敗北でしょうが、落第させた方も教育の敗北です。大学は、学生を受け入
れている以上、債務不履行だと
言 わ れ
でも しかたがな い 状 況 で す 。 大学は、学生を受 け 入 れ た 以 上 、
その学生を変身させ、大学の教育の効果を見えるものにしなければな り ま せ ん 。 最 低 限 の こ と と し て 、 文 章 が き ち ん と 書 け る よ う に し 、人とのコミュニケーションをとれるようにして、自己実現をなしうるようにするのが教育なのです。それを放り投げてしまうのは、教育の敗北です。
心大
学に入学してくる学生の希
望も質も、年々
多様になって
き て い ま す 。 質 が 均
一でなくなった段階では、教育の方法を多様化
する必要が出てきます。専修大学における授業の状態は、まだいいほうだと思います。紙飛行機が飛ぶほどではありません。あの
優秀
な学生をかかえるドイツの法学部の授業でも紙飛行機が飛んだ時期が あ っ た の で すから、それに比
べたら逢かにいいと思います。しか
し、学生にモチ
ベlションを持たせ、教育の仕
方を工
夫すべき時期
には来ています。ここにおいて忘れてならないことは、授業にさ
ま
ざまな仕掛けをこらすことよりも、授業を聞く学生の魂を覚
醒する
ような授業を行うことが重要だということです。教育の本質は魂の覚醒にありというのは少し大げさかもしれませ
んが、要は、教壇に立っている先生の人生観や世界観に学生が感動し て 、学問に対す る 姿 勢 に
共感を覚えることが大切なのです。この
こ と を 体 験 で き た学生は、入学試験の成績が平均
的な学生より
加点
や叩
点違っていてもそれは問題ではなく、入学してからの変身には
大きなものが見られると、私は確信をしております。皆さん、もう入学できて い る 以 上 、 大学教育に 耐 え ら れ る だ け の 力 は あ り ま す し 、こ れから勝負 す る 部 分 は 、 高
校 時 代 に は 磨かなかった部分 な ん で す 。
ものごとを分析する力、それを統合する力、人を
説 得 す る 力 、 文 章
を書く力で勝負しなければならないのです。人の前で話をして納得させる、新しいものを発見する方法論を身に付ける、これらの知力は、それは高校までの教育では未知数なのです。もちろん、卒業し
ても未知数だと困り
ますが(
笑)
、魂
の覚醒を求めて、自信を皆さ
ん持って勉強してください。
1) 
(2) 
本 学
の幻
世紀
ビ
ジョン
「社会
知性
の開
発」
社会知性の開発ということにつ
いて、
話を進め
ます。
「社
会知性」という言葉は、よく内容のわからない言葉だと言
われます
が、平たく言えば、社会でいったい何が問題なのかを自分から見つけ、それを
自分の力で主体的に解決する知力のことです。そして、
専修大学在学中に、その社会知性を身に付け、皆さんが社会に出てから、社会の屋台骨を支えるべく、社会の問題を解決していくことが、
社 会 の 開 発 に 繋 が り
ます。
そうすることによって、専修大学の
「社会知性の開発」の一端が実現され
ます。大
学の中に留まってい
たのでは、社会知性の開発
はでき
ません。専修大学の卒業生が建学
の精神を理解して、創立者のミ
ッショ
ンを背負って社会に貢献し、
かつ自
分の人生を実のあるものにし
て、人に感銘を与えてこそ、社
会知性の開発に繋がるのです。
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皆さん、
私の卒業証書は、皆さんが鬼籍に入る時にしか渡
しま
せ ん 。 す な わ ち 、 皆 さ ん が 、
社 会 に 出 て 建学の精神 を 花 聞かせ、
いかに社会に貢献したか
で、優、良、可が決ま
るのです。それこそ
が、
専修大学の狙っている教育です。言葉を換えれば、いったん専
修大学に入った以上は、
死ぬまで付き合い、
幹を持ち続けるという
2) 
ことです。
ユニバー
サル教育の段階にあっては、いつでも大学にア
クセ
スで
きるようにしておくというのが、専修大学のポリシーの一
つであります。専 修天学の卒業生は、 実 業 界 に 踏 み 出 す 人 、 教 育 界 に 踏 み 出 す 人 、
あ る い は 会 社 を 起 こ す 人 、
ディ
ーラ ー に な る 人 、学問の道を 歩 む 人 、
実に多様です。幅の広い人材を輩出することによ
って、初めて
「 社
会 知 性 の 開 発 」 を 実 現 す る こ
とが
でき
ます。いろいろな個性を持っ
た、特
色のある学生を引き受けるこが、
ユニバー
サル教育には、ふ
さわしいのです。問題は、
さまざまの
可能性を持った学生を、いか
に変身させるかにあり
ます。
専修大学の課題は、ここにあると考え
て い
ます。
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1) 
(3) 
私の経
験した魂
の覚
醒
私は、専修子大学を卒業して、学問の道を歩み
ました。専修
大学の学部学生の2年の時に研究者になろうと決
意しました。最高
検察庁の検事を経験された神山欣治先生から刑法を教わったのですが、神山
先生の授業は私にとって魂の覚醒でした。
それまでは、実
務 家 、 検 事 に な ろ う と
思っていま
し た が 、 鮮 やかな転換を し
ました。
人との出会いは、人生を決します。そして、刑法
を 勉学しているう
ちに、自分の師匠にすべ
き人は
誰かと不遜にも考えたのですが、そ
れ は 東大 の 団 藤 重 光 先 生 と 一 橋大 の 植松正 先 生 で し た 。 理 論的 な シ ャ ープさは、植松理論が好き
でした。最終的には、植松先生に弟子入り
しようと決意して、弟子にしてもらいました。大学院の入試が終わるまでは、個人的な接点はなく、答案の解答だけが意思の表明でした が 、 幸 い に も 拾 っ て も ら い ま し た 。 そ れ ま で は 、 文 献 を 通 し て しか植松先生の人となりを知りませんでしたが、大学院に入って先生の授業を受けた時、自分なりの
推測は間違っていなかったと実感し
ました。そし
て 、
日 々
の生活の中で植松先生に接し、弟子家業をし
ていく中で、弟子家業をしていない研究者は本物を知らずに道を歩いていると思うに至りました
(笑)
。学者の育成には、最後は手作
りの教育が必要です。そうでないと、人間的な生き方に
どこか欠陥
が生じるのです。人間的な生き方が学問に反映することを見て取る機会が必要なのです。
植松先生からは、授業の脱線の時間や一緒に散歩をしてい
る時などに、思い出の話をよく聞きました。自分はどうも生かされているという気がするということも話されていました。関東大震災の時、神田で家屋がつぶれて下
敷きになり、倒れてき
た 柱 に 挟 ま れ
て動けなかったそうです。そこに、火の手が近づいてきて、もう終わりだと思ったら、そこに大工さんが通りかかり、「助けてくれ」と言ったら、これも偶然に近くにノコが落ちていて、それで大工さんが柱を切って、助け出してくれたそうです。それで、せっかく命を拾ったのだから、何かしなければいけないのだろうと考えたと、お っ し
ゃっ て い ま し た 。 植 松 先 生 は 、 苦学をされ た 人 で す 。 最 初 は 、
2) 
心理学に興味があり、心理学を勉学されました。学費がなかったので、昼間
働いて夜勉強するしかないというので、心理学を夜学で勉
学するこ と が 出 来 る 唯 一 の 大学であっ た 日 大 の 心 理 学科 に 入学され、卒業後は、専任講師になられました。しかし、心理学だけでは物足りなかった。法律をどうしても勉強したいというので、東北大学の法学部に入学されました。 生が多いので、欠席しても目立たないというのが、大学を選んだ理由だと言われていましたが
(笑)
、今
なら、怒られそうな理由です。
いわゆる不
在学生のまま、在尚子中に
司法試験に合格され、その後任官されて、検事、判事を経て、学者の道を歩かれました。検事をしな
がら書いた論
文が東大の小野清一
郎先生に認められ、台北帝大の刑法の助教授になられました。戦争が終盤になって、台北も危ないというので、奥様と子供さんを、一足先に本土に返されたのですが、途中、輸送船が撃沈され
て、お
二
方が亡くなられました。書き上
げていた学位論
文も焼失しました。
植松先生は、身一つで焼け野が原の東京に帰って来られたとき、何を思ったかを話されました。焼け野が原に立ったとき、夕焼けがとても美しかったそうです。
「夕焼けを美しいと思う心を、自分はま
だ失っていない。奪われていない。この心が残されている限り、まだ立ち直ることができるよ
と思ったという話をされました。この
夕焼け
の話を聞いたとき、植松先生に師事したことは間違っていな
かったと、しみじみ思いました。感性が同じでした。
no FhU 
ω私
の 父 は 、
戦時中、
海軍にいましたので、
最後はレイテ海
戦にの ぞ み ま し た 。 終 戦 は 、
ロ月
ま で 知 ら なかったそ う で す 。 父 は 、
戦地に行っている時に、
妻を亡くし、
戦後に再婚して私が生まれま
した。しかし、
高校2年生まで、
私も母も、
そのことを知りません
でした。なぜ知らない名前の位牌があるんだろうと思ったぐらいですから
(笑ていたって暢
気な話です。そういう話をしましたら、
植松先生は、
他人事ではないと恩われたのか、
よく
「お父さんは元
気 で すか。
」と
訪ねられていました。私の父
は、
「もう宮崎の日高家
の跡は取らなくてもよい。私で終わったと思えばいいか
ら、
自分の
好きなことをしなさいよ
と言って、
学者の道に入ることを許して
くれました。そういう父がいて、
そして植松先生や神山先生との出
逢いがあり、
学生時代から私を支えてくれた友人や先達がいて、
か
っ専修大学で勉学したからこ
そ、
刑法学者の道を歩む切っ掛けを掴
むことができました。
建学の精神と大学の未来
自分の意志ではどうにもならない定めもあると思いますが、
人と
の出逢いを大切にし、
ここ専修大学で一生懸命に勉学し、
自分の大
きな夢に向けて、
歩いて行ってください。人は生まれたからには、
果たすべき役割を何か背負っているし、
自分にしかできないものが
あるのです。
4年間の学生生活を無駄にすることな
く、
自分の個性
を大事に、
大きく変身し、
専修大学の建学の精神を社会に花聞かせ
て下さい。
「社会知性の開発」という責務を共に果たしましょう。
これで本日の講義を終わりにします。ドイツの授業では、
学生が感
激し ま す と 机 を
トントン
トンと叩くのですが、
私の講義に感激した
ら町いて み て く だ さ い 。
叩けますでしょうか(笑)。終わります。
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